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〈※敬称略〉

【希望郷いわて国体】
▶陸上競技
○成年女子100m・4×100mリレー
　選手　高橋鈴香（岩手大学）
○少年女子
　コーチ　能美カンナ（由利高校）
○少年女子やり投げ
　選手　熊谷未来（由利高校）
▶ボート
○成年男子
　監督　須田泰公（秋田ゼロックス
　㈱）
○成年男子舵手付フォア
　選手　佐藤廉（富山国際大学）阿
　部宇杏（同）佐々木昂大（同）熊
　谷大樹（日本大学）田中颯（東京
　経済大学）小野政貴（日本体育大
　学）
○成年女子ダブルスカル
　選手　齋藤暢子（同志社大学）
○少年男子
　監督　浅沼宏明（本荘高校）
○少年男子舵手付クォドルプル
　選手　佐伯優介（本荘高校）佐藤
　雅也（同）佐藤大也（同）村上真
　之輔（同）佐藤隼（同）三森智広
　（同）
○少年女子
　監督　小林新（（有）小林石油）　　
　佐藤　芳仁（市消防本部）
○少年女子舵手付クォドルプル
　選手　田口美里（本荘高校）小川
　花鈴（同）鈴木真冬（同）小松瑞
　穂（同）大友陽（同）渡邊知佳
　（同）佐藤理奈穂（同）五十嵐の
　どか（同）

▶バレーボール
○少年女子
　監督　佐々木純一郎（県バレーボ
　ール協会）
　選手　吉野優理（由利高校）小松
　泉穂（同）梶原悠希（同）
○成年男子
　トレーナー　畠山ひとみ（県バレ
　ーボール協会）
▶レスリング
○少年男子グレコローマン50㎏級
　選手　山谷洸芽（秋田商業高校）
▶セーリング
○成年
　監督　渡辺睦雄（県セーリング連 
　盟）
○成年男子国際470級
　選手　與齊将太（合同会社よさい）
○成年女子スピリッツ級
　選手　石川千明（東京海上日動火
　災保険㈱）
○少年
　監督　江幡隆弘（本荘高校）
　コーチ　佐藤功美（日本年金機構）
○少年男子420級
　選手　斉藤泰知（本荘高校）佐々
　木奏（同）
○少年女子420級
　選手　佐々木遥（本荘高校）與齊
　美紀（同）
▶柔道
○少年男子
　監督　我妻沢美（本荘高校）
　選手　板本広大（本荘高校）木村
　綜一郎（同）大場悠斗（同）佐藤
　光（同）

▶バドミントン
○少年女子
　選手　佐々木ひなの（新屋高校）
▶弓道
○成年女子
　選手　阿部恵実（鳥海ダム工事事
　務所）堀内智穂美（堀内陽光ファ
　ーム）畠山康（県弓道連盟）
　総務　三浦晧光（県弓道連盟）
▶カヌースプリント
○成年男子
　監督　土橋傑（市教育委員会）
○成年男子カナディアンシングル
　選手　石井景介（県体育協会）
▶クレー射撃
○トラップ射撃
　選手　中村収一（㈱昭和興業）
▶水泳
○水泳競技
　総監督　中村晴二（県水泳連盟）
※水泳競技は、会期前実施競技として９月４日～11日に開催

【希望郷いわて大会】
▶陸上競技　100m・200m・4×100m
　リレー
　選手　佐々木ミカ（ゆり支援学校）
　支援員　佐々木菜摘（ゆり支援学校）
　手話通訳員　熊谷勝男（市福祉事
　務所）
▶卓球
　選手　太田恭史（ゆり支援学校）
　支援員　黒木良介（ゆり支援学校）
▶ボウリング
　選手　小松栄美子
▶バスケットボール女子
　コーチ　熊地需（ゆり支援学校）

〈※敬称略〉

2016希望郷いわて国体・希望郷いわて大会2016希望郷いわて国体・希望郷いわて大会
出場者おめでとうございます出場者おめでとうございます

2016希望郷いわて国体・希望郷いわて大会
出場者おめでとうございます

　

岩
手
県
で
10
月
１
日
か
ら
11
日
に
開
催
さ

れ
る
第
71
回
国
民
体
育
大
会
、
10
月
22
日
か

ら
24
日
に
開
催
さ
れ
る
第
16
回
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
す
る
本
市
関
係
選
手

団
（
15
競
技
・
64
人
）
の
壮
行
会
が
９
月
21

日
、
広
域
行
政
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

長
谷
部
市
長
の
激
励
を
受
け
、
選
手
団
を

代
表
し
て
大
場
悠
斗
さ
ん
（
本
荘
高
校
）
が

「
昨
年
も
国
体
に
出
場
し
ま
し
た
が
全
国
の

壁
は
厚
か
っ
た
。
今
年
は
リ
ベ
ン
ジ
す
る
た

め
、
一
戦
一
戦
全
力
で
頑
張
り
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
し
、
大
会
で
の
健
闘
を
誓
い
ま
し
た
。

　

出
場
さ
れ
る
選
手
の
皆
さ
ん
の
活
躍
を
期

待
し
ま
し
ょ
う
。

本
市
選
手
の
活
躍
を
期
待
し
、壮
行
会
開
催

　９月９日、「日本ジオパーク委員会」の認定を
受け鳥海山・飛島ジオパークが誕生しました。昨
年３月の協議会設立以降、３市１町の職員を中心
に構成される事務局は、ジオサイトの取りまとめ、
ストーリー作り、ガイド養成、総合案内看板、横
断幕やラッピングカー、東北全体での学術者会議、
小学校での教育プログラムや地域への出前講座、
遊佐町ではジオパーク仕様の回覧板など、精力的
に様々な取り組みを進めてきました。認定に当た
り高いポイントを得たものの一つとして、熱心に
参加してくださる地域の方やガイドの方の存在が
挙げられていました。今回の認定は、まさに官民
一体となって取り組んだ好事例と言えるでしょう。
　10月10日に開催される全国大会で認定書を授
かりますが、ジオパークは４年ごとにジオパーク
委員会の審査が課せられています。地域の資源を
高く評価されて受けた認定はゴールではなくス
タートです。私たちの鳥海山・飛島を中心とする
エリアを触れて、楽しみ、好きになり、知って、
学んで、好きになる。ここからが「鳥海山・飛島」
物語の始まりです。地域の皆さんが主役となるジ
オパーク、一緒に楽しみましょう。

東北公益文科大学

中原  浩子特任講師

 【第22回】
 「祝!鳥海山・
　  飛島ジオパーク認定」

鳥海山・飛島ジオパーク構想
リレーコラム
「日本海と大地がつくる
　　　　 水と命の循環」

　

本
市
、
に
か
ほ
市
、
山
形
県
酒
田
市
、

遊
佐
町
に
ま
た
が
る
「
鳥
海
山
・
飛

島
エ
リ
ア
」
が
９
月
９
日
、
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
県

内
で
は
「
男
鹿
半
島
・
大
潟
」「
八

峰
白
神
」「
ゆ
ざ
わ
」
に
次
い
で
４

番
目
の
認
定
と
な
り
ま
す
。

　

４
市
町
長
と
ジ
オ
ガ
イ
ド
な
ど
の

関
係
者
が
に
か
ほ
市
象
潟
庁
舎
に
集

ま
る
中
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会

か
ら
認
定
を
伝
え
る
連
絡
が
入
る
と

会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
と
歓
声
が

湧
き
上
が
り
ま
し
た
。

　

現
在
市
内
に
は
「
法
体
の
滝
」
を

は
じ
め
と
す
る
14
カ
所
の
ジ
オ
サ
イ

ト
が
あ
り
、
今
後
は
ジ
オ
パ
ー
ク
を

「
地
域
の
宝
」
と
し
て
大
切
に
保
全

す
る
と
と
も
に
、
教
育
や
観
光
な
ど

に
活
用
し
な
が
ら
交
流
人
口
拡
大
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
を
受
け
た

「
鳥
海
山
・
飛
島
」
の
保
全
や
活
用
に
つ

い
て
考
え
ま
す
。

日
時　

10
月
４
日
㈫　

14
時
〜
17
時

会
場　

仁
賀
保
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　

 （
に
か
ほ
市
）

内
容　

基
調
講
演
「
豊
か
な
森
を
い
か
に

　

し
て
持
続
す
る
か
」（
講
師
・
東
京
大

　

学　

太
田
猛
彦
名
誉
教
授
）、
パ
ネ
ル
ト
ー

　

ク
「
森
づ
く
り
と
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
」

問
い
合
わ
せ
先　

　

鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
推
進

協
議
会
事
務
局　

☎
62―

９
７
７
７

13 Yurihonjo city public Relations. 2016

日本ジオパークの認定を
万歳で祝う各市町の関係者

鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク

環
境
保
全
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
６

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
!

祝

「
鳥
海
山
・
飛
島
」
が

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
‼

朗 

報

手
を
合
わ
せ
祝
う（
左
か
ら
）

長
谷
部
市
長
、
横
山
忠
長
に

か
ほ
市
長
、
丸
山
至
酒
田
市

長
、
時
田
博
機
遊
佐
町
長



尾崎小学校

カダーレ

本荘公園

105

鶴舞温泉

本荘郵便局
合同庁舎

裁判所
国道107号

由利本荘市役所

107

鶴舞小学校

国道107号
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市 政 情 報

市政情報

「
ひ
と
り
親
家
庭
等
住
宅
整
備
資
金
」

貸
付
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

市政情報

皆
さ
ん
の
農
業
に
対
す
る
取
り
組
み
を
支
援
！

来
年
度
に
向
け
た
各
補
助
要
望
を
受
け
付
け
ま
す

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課　

☎
24―

６
２
５
３

問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課　

☎
24―

６
３
９
９

市政情報

10
月
17
日
㈪
〜
23
日
㈰
は

行
政
相
談
週
間
で
す

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣

か
ら
委
嘱
を
受
け
、
国
の
仕
事
な

ど
に
つ
い
て
の
苦
情
や
意
見
・
要

望
を
受
け
付
け
、
皆
さ
ん
と
関
係

行
政
機
関
な
ど
と
の
間
に
立
っ
て

そ
の
解
決
を
図
る
「
行
政
と
住
民

の
パ
イ
プ
役
」
で
す
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
行
政
相
談
週
間
に
合
わ

せ
て
、
次
の
日
程
・
会
場
で
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※

10
月
17
日
㈪　

10
時
か
ら
、
マ

ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
本
荘
店
周
辺
で
街

頭
Ｐ
Ｒ
活
動
も
行
い
ま
す
。

市政情報

古
着
の
再
利
用
回
収
を

実
施
し
ま
す

「
燃
え
る
ご
み
」
の
量
を
減
ら
す

た
め
、
古
着
回
収
を
行
い
ま
す
。

　

回
収
し
た
古
着
は
再
利
用
さ
れ

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
中
身
が
確
認
で
き
る
透
明
な
袋

に
入
れ
て
口
を
つ
な
い
で
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

○
再
利
用
さ
れ
ま
す
の
で
洗
濯
済

み
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

○
破
れ
や
汚
れ
、
濡
れ
て
い
る
も

の
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

市政情報

本
荘
公
園
連
絡
橋

撤
去
工
事
を
行
い
ま
す

◇
工
事
期
間
中
は
通
行
規
制
・

通
行
止
め
が
あ
り
ま
す

　

老
朽
化
に
伴
い
、
本
荘
公
園
連

絡
橋
の
撤
去
工
事
を
行
い
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
国
道
１
０
７
号
の

片
側
交
互
通
行
規
制
、
全
面
通
行

止
め
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

通
行
規
制　

【
片
側
交
互
通
行
】

10
月
14
日
㈮
・
15
日
㈯
・
17
日

㈪
・
18
日
㈫
・
19
日
㈬
・
24
日

㈪
・
25
日
㈫　

８
時
半
〜
17
時　

【
全
面
通
行
止
め
】
20
日
㈭　

８

時
半
〜
21
日
㈮　

６
時
（
予
備
日

21
日
㈮
〜
22
日
㈯　

同
時
刻
）

※

作
業
状
況
・
天
候
に
よ
り
変
更

の
場
合
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援
課

☎
24―

６
３
１
９

行政相談の日程

古着回収の日程

通行止め区間・迂回路

回収品目

衣類、下着

タオル、シーツ、
毛布

靴  類※

帽子、手袋、靴下

回収日時地域 回収場所

　

次
の
要
望
調
査
は
平
成
29
年
度

予
算
成
立
を
前
提
と
し
て
お
り
、

要
望
は
必
ず
し
も
採
択
と
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
予
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　

各
事
業
や
補
助
率
な
ど
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
元
気
な
中
山
間
農
業
応
援
事
業

　

中
山
間
地
域
に
お
け
る
農
業
用

機
械
・
施
設
な
ど
の
導
入
を
支
援

し
ま
す
。

事
業
内
容

①
水
田
の
畑
地
化
に
必
要
な
基
盤

整
備

②
生
産
体
制
強
化
（
畜
産
関
係
含

む
）
お
よ
び
水
稲
生
産
体
制
再
編

に
関
わ
る
機
械
・
施
設
の
導
入
、

新
植
・
改
植
な
ど

③
６
次
産
業
化
に
必
要
な
機
械
・

施
設
な
ど
の
導
入

④
販
売
促
進
活
動
な
ど
に
関
わ
る

推
進
事
業

※

各
事
業
に
つ
い
て
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

農
業
者
、
農
業
法
人
、

任
意
組
織
（
事
業
内
容
に
よ
り
異

な
り
ま
す
）

補
助
率　

県
２
分
の
１
・
10
分
の

３
、
市
12
分
の
１
（
予
定
）

※

事
業
対
象
地
は
、
山
村
振
興
法

ま
た
は
特
定
農
山
村
法
の
い
ず
れ

か
に
指
定
さ
れ
た
地
域
で
す
。

◇
周
年
園
芸
普
及
拡
大
対
策
事
業

　

野
菜
・
花
き
な
ど
の
園
芸
作
目

の
冬
期
生
産
を
応
援
し
ま
す
。

事
業
内
容

①
冬
期
生
産
に
必
要
な
設
備
な
ど

の
整
備（
加
温
設
備
、保
温
被
覆
材
、

除
雪
機
な
ど
）

②
冬
期
生
産
に
要
す
る
経
費
助
成

（
種
苗
費
、肥
料
費
、農
業
薬
剤
費
、

光
熱
費
な
ど
）

対
象
者　

認
定
農
業
者
お
よ
び
認

定
就
農
者（
冬
期
生
産
を
行
い
、
か

つ
施
設
面
積
で
概
ね
１
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上
の
新
規
取
り
組
み
、

も
し
く
は
規
模
拡
大
す
る
も
の
）

補
助
率

①
設
備
な
ど
の
整
備　

２
分
の
１

以
内

②
経
費
助
成　

定
額
（
加
温
す
る

区
分
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

◇
農
業
夢
プ
ラ
ン
応
援
事
業

　

農
業
経
営
複
合
化
、
規
模
拡
大

に
向
け
た
機
械
・
施
設
導
入
や
肉

用
牛
保
留
・
導
入
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
者　

認
定
農
業
者
、
集
落
営

農
組
織
、
農
作
業
受
託
組
織
な
ど

補
助
率　

県
３
分
の
１
、
12
分
の

１
〜
２

　

母
子
・
父
子
家
庭
、
寡
婦
の
皆

さ
ん
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め

の
貸
付
制
度
で
す
。

貸
付
の
対
象　

市
内
に
居
住
し
、

扶
養
す
る
子
の
あ
る
配
偶
者
の
な

い
女
性
や
男
性
で
あ
っ
て
、
住
宅

の
整
備
を
必
要
と
し
、
自
力
で
整

備
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
方

貸
付
限
度
額

１
世
帯
当
た
り
１
５
０
万
円

条
件

①
貸
付
利
率　

年
０
・
３
パ
ー
セ

ン
ト
（
所
得
税
非
課
税
世
帯
や
災

害
救
助
法
適
用
に
よ
る
復
旧
の
た

め
の
場
合
は
無
利
子
）

②
据
置
期
間　

１
年
以
内

③
償
還
期
間

据
置
期
間
経
過
後
９
年
以
内

④
償
還
方
法　

半
年
ま
た
は
月
賦

保
証
人　

本
市
居
住
の
方
１
人

※

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

10
月
７
日
㈮
ま
で
、

農
業
振
興
課

元
気
集
落
支
援
班
・
畜
産
班

☎
24―

６
２
３
４

ま
た
は
各
総
合
支
所
産
業
課

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

10
月
７
日
㈮
ま
で
、

農
業
振
興
課　

農
政
班
・
畜
産
班

☎
24―

６
３
５
３

ま
た
は
各
総
合
支
所
産
業
課

（
資
材
な
ど
を
Ｊ
Ａ
か
ら
購
入
の
場
合
は

秋
田
し
ん
せ
い
各
営
農
セ
ン
タ
ー
）

【行政相談委員】

かばん類※

※一部対象外
となる場合が
ありますので、
詳細はお問い
合わせください。

※一対ごと
に袋に入れ
てください。

工事箇所

迂回路

（通行止め区間）

「ツキノワグマの出没に関する警報」発令中です！

「４時からライト＆ピカッと反射材運動」強調期間

　県では、ツキノワグマによる人的被害や農作物被害
の状況を受け、９月１日より県内全域に「ツキノワグ
マ出没に関する警報」を発令しました。
　市内でも、昨年の同時期と比較して約２倍の目撃情
報が寄せられています。山菜採りなどで入山する際は
被害に遭わないよう十分に注意しましょう。
発令期間　９月１日～ 12月31日
発令区域　県内全域
問い合わせ先　農山漁村振興課　 ☎２４―６３５７ 
　　　　　　　または各総合支所産業課

　日々、日没が早くなっています。車や自転車に乗る
際は、「午後４時」を目安に早めのライト点灯を心がけ、
交通事故防止に努めましょう。
　また、夕暮れや夜間に出歩く際は、明るい服装と反
射材の着用を心がけ、交通事故から身を守りましょう。
問い合わせ先　生活環境課　☎２４―６２５４

10月~11月
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由
利
総
合
支
所
が
完
成　
事
務
ス
ペ
ー
ス
を
ワ
ン
フ
ロ
ア
に
集
約

　

「
第
32
回
西
目
健
康
マ
ラ
ソ

ン
」
が
９
月
11
日
、
道
の
駅
「
に

し
め
」
周
辺
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
会
に
は
３
・
５
・
10

㌔
の
３
コ
ー
ス
に
、
２
歳
か
ら
87

歳
ま
で
の
老
若
男
女
合
わ
せ
て
３

９
０
人
が
出
場
。
好
天
の
下
、
自

慢
の
健
脚
と
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
競
い
ま
し
た
。

　

各
コ
ー
ス
と
も
一
斉
に
ス
タ
ー

ト
し
、
３
㌔
コ
ー
ス
を
皮
切
り
に

選
手
が
ゴ
ー
ル
し
始
め
る
と
、
沿

道
か
ら
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

昨
年
９
月
よ
り
建
設
工
事
が
進

め
ら
れ
て
き
た
新
し
い
由
利
総
合

支
所
が
完
成
し
、
９
月
13
日
に
竣

工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

竣
工
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
長
谷
部

市
長
が
「
事
務
ス
ペ
ー
ス
を
ワ
ン

フ
ロ
ア
に
集
約
す
る
と
と
も
に
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
図
る
な
ど
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
利
便
性
に
配
慮

し
た
建
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
、
由
利
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
親

し
ま
れ
、
愛
さ
れ
る
庁
舎
と
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
正
面
玄
関
前
で
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
関
係
者
ら

が
新
庁
舎
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
は
、
庁
舎
棟
が
鉄
骨
造

り
２
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
約
１

０
７
３
平
方
㍍
。
車
庫
棟
が
鉄
骨

造
り
平
屋
建
て
、
延
べ
床
面
積
約

２
７
１
平
方
㍍
。
近
隣
に
公
共
施

設
が
集
中
し
て
お
り
、
各
施
設
間

の
相
互
利
用
に
お
け
る
利
便
性
が

向
上
す
る
ほ
か
、
内
装
に
は
市
内

産
の
木
材
を
多
く
活
用
し
、
落
ち

着
き
の
あ
る
雰
囲
気
に
な
っ
て
い

ま
す
。

◆
由
利
総
合
支
所
の
所
在
地

〒
０
１
５
―
０
３
４
１

前
郷
字
御
伊
勢
下
４
番
地
１

石
川
家
５
代
の
偉
業
を
た
た
え
て

「
石
川
善
兵
衛
翁
植
林
記
念
祭
」

市
民
ラ
ン
ナ
ー
が
健
脚
を
競
う

「
第
32
回
西
目
健
康
マ
ラ
ソ
ン
」

　

「
石
川
善
兵
衛
翁
植
林
記
念

祭
」
が
９
月
１
日
、
新
山
公
園
で

開
催
さ
れ
、
子
孫
の
石
川
宗
介
さ

ん
（
63
歳
・
千
葉
県
）
や
市
、市
議

会
、
石
脇
財
産
区
の
関
係
者
ら
約

30
人
が
出
席
し
、
追
善
供
養
と
松

の
苗
50
本
の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
植
林
記
念
祭
は
、
荒
涼
と

し
た
砂
地
だ
っ
た
石
脇
地
区
に
江

戸
時
代
中
期
か
ら
85
年
の
長
き
に

わ
た
っ
て
１
１
５
１
万
本
余
り
の

松
を
植
林
し
、
緑
豊
か
な
環
境
と

地
域
発
展
の
礎
を
築
い
た
石
川
善

兵
衛
翁
は
じ
め
石
川
家
５
代
の
偉

業
を
た
た
え
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
吉
川
レ
ガ
ッ
タ
２
０
１
６

「
第
37
回
市
民
ボ
ー
ト
大
会
」
が

９
月
11
日
、
子
吉
川
ボ
ー
ト
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
テ
ン
ト
が
立
ち
並
び
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら

応
援
す
る
観
客
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。
出
場
ク
ル
ー
は
息
を
合
わ

せ
て
オ
ー
ル
を
漕
ぎ
、
ゴ
ー
ル
近

く
に
差
し
か
か
る
と
観
客
た
ち
か

ら
盛
ん
に
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
成
年
男
子
の
部
】
▽
優
勝…

悪

友
会
▽
準
優
勝…

本
荘
由
利
森
林

組
合
Ａ
▽
３
位…

頭
文
字
「
小
」

【
成
年
女
子
の
部
】
▽
優
勝…

セ

ラ
ピ
☆‚
ｓ
▽
準
優
勝…

ま
る
ご

と
バ
ナ
ナ
▽
３
位…

小
林
工
業
レ

デ
ィ
ー
ス

【
壮
年
男
子
の
部
】
▽
優
勝…

本

荘
由
利
森
林
組
合
Ｂ
▽
準
優
勝…

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
や
ま
と
▽
３
位…

若
潮

【
壮
年
女
子
の
部
】
▽
優
勝…

ゆ

り
ほ
ん
レ
デ
ィ
ー
ス
▽
準
優
勝…

明
治
安
田
生
命
▽
３
位…

ス
イ
ス

イ
☆
ガ
ー
ル

【
熟
年
男
子
の
部
】
▽
優
勝…

そ

ー
れ
櫛
引
▽
準
優
勝…

松
友
端
艇

團
▽
３
位…

若
葉

【
熟
年
女
子
の
部
】
▽
優
勝…

ナ

イ
ス
キ
ャ
ッ
チ
ー
ズ
▽
準
優
勝…

ヘ
ル
シ
ー
レ
デ
ィ
ー
ス
レ
ジ
ェ
ン
ド

90
人
が
自
慢
の
の
ど
を
披
露　

「
第
20
回
秋
田
馬
子
唄
全
国
大
会
」

71
ク
ル
ー
が
出
場
し
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
競
う

「
子
吉
川
レ
ガ
ッ
タ
２
０
１
６
」

４
０
０
年
の
伝
統
を
誇
る
「
矢
島
八
朔
ま
つ
り
」

　

第
20
回
秋
田
馬
子
唄
全
国
大
会

が
９
月
10
日
、
大
内
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
会
で
は
年
少
（
中
学

生
以
下
）・
高
齢
（
70
歳
以
上
）
・

大
賞
（
年
齢
制
限
な
し
）
の
３
部

門
に
90
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

大
賞
の
部
で
は
浜
口
優
花
さ
ん

（
26
歳
・
大
仙
市
）
が
優
勝
。
浜

口
さ
ん
は
「
練
習
の
成
果
が
出
て

う
れ
し
い
で
す
。
秋
田
馬
子
唄
は

歌
い
方
に
正
解
が
な
く
、
歌
う
ほ

ど
味
が
出
て
く
る
の
が
魅
力
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
笑
顔
や

勇
気
を
与
え
ら
れ
る
、
心
に
残
る

唄
を
歌
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と

笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

□
主
な
上
位
入
賞
者

【
大
賞
の
部
】
▽
優
勝…

浜
口
優

花
さ
ん
（
大
仙
市
）
▽
準
優
勝…

山
上
衛
さ
ん
（
岩
手
県
）
▽
３
位

…

冨
岡
久
美
子
さ
ん
（
大
仙
市
）

【
高
齢
の
部
】
▽
優
勝…

佐
藤
孝

造
さ
ん
（
湯
沢
市
）
▽
準
優
勝…

高
橋
チ
サ
子
さ
ん
（
男
鹿
市
）

▽
３
位…

斎
藤
き
ょ
う
子
さ
ん

（
秋
田
市
）

【
年
少
の
部
】
▽
優
秀
賞…

谷
川

未
采
さ
ん
（
八
郎
潟
町
）

　

お
よ
そ
４
０
０
年
の
歴
史
を
持

つ
矢
島
神
明
社
の
祭
典
「
矢
島
八

朔
ま
つ
り
」
が
９
月
10
〜
11
日
、

矢
島
地
域
で
行
わ
れ
、
地
域
の
住

民
や
観
光
客
な
ど
、
多
く
の
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

11
日
の
祭
典
で
は
五
穀
豊
穣
と

無
病
息
災
を
願
い
、
水
上
・
新

丁
・
田
中
町
・
舘
町
・
城
新
・
七

日
町
の
６
丁
が
趣
向
を
凝
ら
し
た

山
車
や
踊
り
を
披
露
し
な
が
ら
町

内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
各
丁
の

若
者
た
ち
は
笛
や
太
鼓
、
若
さ
あ

ふ
れ
る
踊
り
で
伝
統
の
祭
り
を
盛

り
上
げ
、
神
明
社
に
帰
る
み
こ
し

を
に
ぎ
や
か
に
送
り
ま
し
た
。

支所庁舎の完成を祝いテープカット竣工を祝う前郷獅子こ踊り大賞の部で優勝した浜口さん

し
ゅ
ん
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五役会議
市地域公共交通活性化再生協議会
現場視察（旧鮎川小学校・由利総合支所新庁舎）
本荘地域町内会長協議会 役員会・懇親会
市交通安全市民大会・交通安全パレード
県合併処理浄化槽普及促進協議会総会
日本海沿岸東北自動車道建設促進秋田県南部期成同
盟会等合同総会
日本海沿岸東北自動車道建設促進秋田県南部期成同
盟会等合同整備促進大会
市選出県議会議員と市当局との意見交換会・懇親会
市と市議会との合同要望（秋田市内・市内）
市と市議会との合同要望（仙台市）
市と市議会との合同要望（東京都）
鳥海山・飛島ジオパーク認定に係る現地審査首長ヒアリング
由利高原鉄道（株）取締役会
定例記者会見
本荘追分全国大会
市戦没者追悼式
市戦没者遺族地方大会
由利本荘医師会 医療行政懇談会・懇親会
市議会定例会本会議（開会）
市議会定例会本会議（一般質問）
市議会定例会本会議（一般質問）

8月1日㈪

2日㈫

3日㈬

4日㈭

5日㈮
8日㈪
9日㈫
15日㈪

18日㈭

20日㈯

26日㈮

29日㈪
30日㈫
31日㈬

※市ホームページ「市長室からこんにちは」もご覧ください

◆「市長の行動」報告（８月分）

○代

○代

○代

○代

○代

合　計

※

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
長
の
フ
ォ
ト
・
ダ
イ
ア
リ
ー
」
も
ご
覧
く
だ
さ
い

ハンガリー・ヴァーツ市青少年友好交流訪問
団さよなら夕食会会費（　小野副市長）
本荘地域町内会長協議会役員会懇親会会費
いわき市・由利本荘市親子都市締結30周年
記念祝賀会会費（　小野副市長）
企業訪問時特産品お土産
仙台市長表敬時特産品お土産
県商工会連合会中央地区「移動県連」交流懇
親会会費（　小野副市長）
第1回本荘追分ブラジル大会優勝者・久保田
紀世氏表敬訪問時特産品お土産　　
秋田プリマ食品納涼祭へ寸志（　小野副市長）
韓国梁山青年会議所訪問団歓迎レセプショ
ン会費（　総合政策課長）
韓国梁山青年会議所来市時梁山市長へ特産
品お土産
日本母親大会・秋田県母親大会へ協力金
由利本荘医師会医療行政懇談会懇親会会費

8月1日

2日

5日

9日

18日

20日

25日
26日

5,000

3,500

5,000

3,348
2,160

5,000

3,240

3,450

5,000

2,700

10,000
2,000
50,398

◆市長交際費の報告
（１）弔　事

（２）会費等 （円）

（円）
○：代理出席代

合　計

支出日 支出額支　出　内　容

支出額
40,000

件　　　　　数
２　件

副市長交際費執行状況 （円）
支出日 支出額支　出　内　容

合　計

8月2日 4,000

4,000

東由利地域事業所交流懇談会会費（小野副
市長出席）

　

市
総
合
防
災
訓
練
が
９
月
４
日

に
鳥
海
地
域
で
行
わ
れ
、
市
や
消

防
・
医
療
の
関
係
者
、
地
域
住
民

な
ど
約
５
０
０
人
が
災
害
時
の
対

応
や
連
携
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
防
災
体
制
の
強
化

や
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
、
鳥
海
地
域

で
震
度
６
弱
を
観
測
し
、
自
動
車

事
故
や
家
屋
の
倒
壊
、
火
災
な
ど

が
立
て
続
け
に
発
生
し
た
状
況
を

想
定
。
傷
病
者
の
重
症
度
に
応
じ

て
治
療
や
搬
送
の
優
先
度
を
選
別

す
る
「
ト
リ
ア
ー
ジ
」
や
倒
壊
家

屋
か
ら
の
住
民
の
救
出
、
地
元
住

民
に
よ
る
炊
き
出
し
や
バ
ケ
ツ
リ

レ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
住
民
か
ら
は
「
訓
練

と
は
い
え
、
実
際
に
動
い
て
み
る

こ
と
は
大
切
だ
と
思
っ
た
」
と
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
今
後
も
関
係
各
機
関
と

緊
密
に
連
携
し
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

鳥
海
球
場
の
オ
ー
プ
ン
15
周
年

を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
９
月
17

日
に
開
催
さ
れ
、
Ｔ
Ｄ
Ｋ
硬
式
野

球
部
が
野
球
教
室
と
記
念
試
合
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
実
行
委
員
会

の
主
催
。
野
球
教
室
に
は
矢
島
・

由
利
・
鳥
海
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

な
ど
が
招
か
れ
、
約
80
人
が
守
備

や
打
撃
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

鳥
海
野
球
ス
ポ
少
の
佐
藤
海
士
君

（
６
年
）
は
「
声
の
出
し
方
や
盛

り
上
げ
方
を
教
わ
り
、
勉
強
に
な

り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。
Ｊ

Ｒ
秋
田
と
の
記
念
試
合
は
熱
戦
と

な
り
、
観
衆
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

市
総
合
防
災
訓
練　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

鳥
海
球
場
15
周
年
記
念
し
、
イ
ベ
ン
ト
開
く

渋
谷
知
宏
さ
ん
が
金
賞
・
文
科
大
臣
賞
に
輝
く

東
北
六
県
写
真
師
連
合
会
「
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」

　

森
子
大
物
忌
神
社
文
化
保

存
会
（
多
田
厚
会
長
）
が
長

年
に
わ
た
り
地
域
の
活
性
化

に
貢
献
し
た
と
し
て
、
県
特

別
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
保
存
会
は
、
平
成
21
年
か
ら

国
指
定
史
跡
「
鳥
海
山
」
を
構
成

す
る
「
森
子
大
物
忌
神
社
境
内
」

一
帯
の
保
全
整
備
や
地
域
文
化
の

継
承
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

多
田
会
長
と
熊
谷
良
郎
事
務
局

長
は
９
月
６
日
、
佐
々
田
教
育
長

に
受
賞
を
報
告
。
多
田
会
長
は

「
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
集
落
を
好
き

だ
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
活
動

し
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
案
内
の

看
板
を
設
置
す
る
な
ど
、
訪
れ
る

お
客
さ
ん
に
土
地
の
歴
史
を
説
明

で
き
る
よ
う
整
備
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

地
域
活
性
化
で
県
か
ら
特
別
表
彰

「
森
子
大
物
忌
神
社
文
化
保
存
会
」
に

　

渋
谷
知
宏
さ
ん
（
37
歳
・

中
梵
天
）が
、東
北
六
県
写
真

師
連
合
会
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

「
営
業
写
真
の
部
」
で
金
賞
、

総
合
で
は
最
高
賞
の
文
部
科

学
大
臣
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
東
北
地

方
の
写
真
館
経
営
者
で
つ
く

る
同
連
合
会
が
会
員
を
対
象
に
毎

年
募
集
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年

は
５
９
１
点
が
応
募
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
作「
20
歳
の
ワ
タ
シ
」
は
、

成
人
式
の
撮
影
で
訪
れ
た
女
性
を

私
服
で
撮
影
し
た
も
の
で
、
そ
の

人
ら
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
写
真
を

目
指
し
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
こ
だ
わ

っ
て
撮
影
し
た
と
い
い
ま
す
。

　

渋
谷
さ
ん
は
「
目
標
と
す
る
両

親
の
よ
う
に
、
こ
の
賞
を
受
賞
で

き
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
に
ず
っ
と
手
元
に

残
し
て
い
た
だ
け
る
写
真
を
撮
れ

る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
技
術
を
磨

き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
笑
顔
を

見
せ
ま
し
た
。

阿
部
菜
那
さ
ん

柔
道
東
北
大
会
を
連
覇
し
全
国
に
挑
む

　

東
北
学
生
柔
道
体
重
別
選

手
権
大
会
が
９
月
４
日
、
秋

田
県
立
武
道
館
で
行
わ
れ
、

57
㌔
級
に
出
場
し
た
阿
部
菜

那
さ
ん（
22
歳
・
石
脇
・
秋
田

大
学
４
年
）
が
昨
年
に
引
き
続
き

優
勝
し
、
全
日
本
学
生
柔
道
体
重

別
選
手
権
と
講
道
館
杯
全
日
本
柔

道
体
重
別
選
手
権
大
会
の
２
大
会

へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。東
北
大

会
は
２
連
覇
達
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

阿
部
さ
ん
は
「
連
覇
が
か
か
る

重
圧
の
中
で
優
勝
で
き
て
ほ
っ
と

し
て
い
ま
す
。
全
国
大
会
で
は
大

学
で
４
年
間
練
習
し
た
成
果
を
出

し
た
い
」
と
２
つ
の
全
国
大
会
に

向
け
た
決
意
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

体の使い方や動作を丁寧に指導する
TDK硬式野球部の皆さん

ハ
タ
チ

は
さ
み
ば
こ

10
万
石
の
格
式
、
に
ぎ
や
か
に
「
本
荘
大
名
行
列
」

　

本
荘
藩
の
参
勤
交
代
を
再
現
し

本
荘
地
域
の
中
心
部
を
練
り
歩
く

「
本
荘
大
名
行
列
」
が
、
９
月
17

〜
18
日
に
か
け
行
わ
れ
、
沿
道
に

は
多
く
の
市
民
が
詰
め
か
け
ま
し

た
。

　

大
名
行
列
は
本
荘
八
幡
神
社
祭

典
に
合
わ
せ
行
わ
れ
た
も
の
。
18

日
の
本
祭
で
は
、
み
こ
し
と
と
も

に
行
列
が
神
社
を
出
発
し
、
挟
箱

を
担
い
だ
２
人
の
奴
が
独
特
の
足

さ
ば
き
で
先
頭
を
歩
く
と
、
行
列

や
華
や
か
な
山
車
が
後
に
続
き
ま

し
た
。

　

こ
の
日
、
行
列
に
連
な
り
日
役

町
獅
子
踊
り
を
獅
子
頭
と
し
て
舞

っ
た
細
貝
倖
輝
さ
ん
（
14
歳
・
日

役
町
）
は
「
伝
統
的
な
踊
り
を
自

分
で
演
じ
た
い
と
思
い
参
加
し
て

い
ま
す
。
ま
つ
り
で
舞
う
の
は
楽

し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。



市
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
発
行
す
る
紹
介

状
と
市
専
用
の
履
歴
書
、
資
格
取
得

証
明
書
の
写
し
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
細
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
備
え

付
け
の
募
集
要
項
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

本
荘
地
域
除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

募
集
人
数　

１
人

勤
務
内
容　

本
荘
地
域
道
路
の
除
排

　

雪
お
よ
び
維
持
作
業

勤
務
先　

建
設
管
理
課
（
第
２
庁

舎
）

勤
務
時
間　

週
５
日
勤
務
（
38
時
間

　

45
分
）

※

降
雪
状
況
に
よ
り
、休
日
・
早
朝
・

　

夜
間
な
ど
の
時
間
外
勤
務
あ
り

応
募
資
格　

大
型
特
殊
免
許
を
所
持

　

し
、
車
両
系
建
設
機
械
運
転
技
能

　

講
習
修
了
の
方

雇
用
期
間　

11
月
７
日
か
ら
平
成
29

　

年
３
月
31
日
ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

10
月

　

17
日
㈪
ま
で
、
総
務
課　

☎
24―

　

６
２
１
７

臨
時
保
育
士
（
産
休
代
替
）

勤
務
内
容　

保
育
業
務

募
集
人
員　

１
人

勤
務
先　

西
目
保
育
園

応
募
資
格　

保
育
士
免
許
を
有
す
る

　

方

勤
務
時
間　

７
時
〜
19
時
ま
で
の
う

　

ち
、
実
働
７
時
間
45
分
の
週
５
日

　

勤
務
（
早
番
、
遅
番
あ
り
。
週
38

　

時
間
45
分
）

雇
用
期
間　

11
月
１
日
〜
平
成
29
年

　

３
月
31
日
（
更
新
可
）

申
し
込
み
・ 

問
い
合
わ
せ
先　

10
月

　

14
日
㈮
ま
で
、
西
目
総
合
支
所
振

　

興
課　

☎
33―

４
６
１
０

秋
の
亀
田
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

参
加
者
を
募
集

日
時　

10
月
16
日
㈰　

13
時
半
〜
16

　

時
会
場　

亀
田
高
城
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー

　

ル
会
費　

千
円

問
い
合
わ
せ
先　

亀
田
社
交
ダ
ン
ス

　

教
室　

佐
藤
さ
ん　

☎
72―

２
０

　

７
６

 「
第
30
回
本
荘
生
涯
学
習
創
作
展
」

展
示
作
品
を
募
集
し
ま
す

対
象　

生
涯
学
習
活
動
で
制
作
し
た

　

作
品

展
示
期
日　

11
月
25
日
㈮
〜
27
日
㈰

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

ギ
ャ
ラ
リ
ー

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

10
月

　

26
日
㈬
ま
で
、
本
荘
教
育
学
習
課

　

☎
22―

２
６
７
３

 「
声
の
広
報
」
音
訳
講
座
受
講
者
募
集

日
時　

11
月
９
日
㈬　

10
時
〜
15
時
、

　

16
日
㈬　

10
時
〜
正
午

20広報ゆりほんじょう 平成28年10月１日号

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

会
議
室

対
象　

音
訳
が
初
め
て
の
方
、
声
の

　

広
報
に
関
心
の
あ
る
方

受
講
料　

無
料

内
容　
「
広
報
ゆ
り
ほ
ん
じ
ょ
う
」
な

　

ど
を
声
で
伝
え
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

10
月

　

24
日
㈪
ま
で
、
声
の
会　

今
野
さ

　

ん　

☎
22―

８
０
４
５
、
福
祉
支

　

援
課
障
が
い
支
援
班　

☎
24―

６

　

３
１
４

自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験

受
験
者
を
募
集
し
ま
す

試
験
日
①　

10
月
16
日
㈰

　

 （
受
付
期
限　

10
月
14
日
㈮
必
着
）

試
験
日
②　

11
月
13
日
㈰

　

 （
受
付
期
限　

11
月
11
日
㈮
必
着
）

応
募
資
格　

採
用
と
な
る
時
点
で
18

　

歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

試
験
場
所　

陸
上
自
衛
隊
秋
田
駐
屯

　

地
（
秋
田
市
寺
内
将
軍
野
１
番
地
）

採
用
時
期　

平
成
29
年
３
月
下
旬
〜

　

４
月
上
旬

問
い
合
わ
せ
先　

自
衛
隊
由
利
本
荘

　

地
域
事
務
所　

☎
22―

３
４
７
９

 「
矢
島
軽
ト
ラ
市
コ
ー
ナ
ー

in
矢
島
産
業
文
化
祭
」
出
店
者
募
集

　

軽
ト
ラ
や
乗
用
車
に
野
菜
や
手
芸

品
、
中
古
品
な
ど
を
積
ん
で
販
売
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
？　
　

　

自
分
の
お
店
の
も
の
の
出
張
販
売

や
、
商
品
と
し
て
売
れ
る
か
試
し
て

　

  「
お
知
ら
せ
」
に
は
、
主
催
団
体
な
ど
を
所
管
す
る
市
の
担
当
課
の
承
認
を
得
た
内
容
の
記
事

を
掲
載
し
ま
す
。
掲
載
を
希
望
の
際
は
、
各
担
当
課
へ
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 （
記
事
の
締
め
切
り
は
発
行
日
の
約
20
日
前
。
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
。）

◇
掲
載
基
準　

…

知知

募　

集

み
た
い
、
使
わ
な
く
な
っ
た
こ
ど
も

用
品
を
再
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
な

ど
、
お
気
軽
に
出
店
く
だ
さ
い
。

※

電
気
・
水
道
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

加
工
食
品
類
な
ど
で
保
健
所
の
許

　

可
が
必
要
な
場
合
は
、
各
自
で
許

　

可
を
得
て
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

10
月
29
日
㈯　

10
時
〜
13

　

時
、
30
日
㈰　

10
時
〜
13
時
（
両

　

日
９
時
45
分
ま
で
出
店
準
備
を
終

　

え
て
く
だ
さ
い
）

場
所　

日
新
館
駐
車
場　
　
　
　
　

出
店
料　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

10
月

　

14
日
㈮
ま
で
、
矢
島
教
育
学
習
課

　

☎
56―

２
２
０
３

第
62
回
由
利
本
荘
市

水
辺
駅
伝
競
走
大
会　

参
加
者
募
集

日
時　

11
月
３
日
㈭　

９
時
半
〜
開

　

会
式

コ
ー
ス　

ア
ク
ア
パ
ル
友
水
公
園
〜

　

せ
せ
ら
ぎ
パ
ー
ク

部
門　

一
般
、
女
性
、
高
校
生
、
中

　

学
生

参
加
料　

一
般
・
女
性
の
部　

３
５

　

０
０
円
、
高
校
生
・
中
学
生
の
部

　

２
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

由
利
本
荘
市
に
か

　

ほ
市
陸
上
競
技
協
会　

小
野
さ
ん

　

☎
０
９
０―

７
７
９
３―

０
１
７

　

４

 「
公
共
職
業
訓
練
」
訓
練
生
募
集

訓
練
科
・
定
員　

テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ

　

レ
ー
シ
ョ
ン
科
（
若
年
者
コ
ー
ス
）

　

 （
15
人
）、 

Ｒ
Ｃ
造
施
工
技
術
科

　

 （
若
年
者
コ
ー
ス
）（
15
人
）　

訓
練
期
間　

12
月
８
日
㈭
〜
平
成
29

　

年
６
月
30
日
㈮　

９
時
20
分
〜
15

　

時
40
分

会
場　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

対
象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し

　

込
み
を
し
、
技
術
・
技
能
を
身
に

　

つ
け
再
就
職
を
希
望
す
る
人

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

申
し
込
み
先　

10
月
７
日
㈮
〜
11
月

　

７
日
㈪
に
、お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

　

ク
問
い
合
わ
せ
先　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

　

秋
田　

☎
０
１
８―

８
７
３―

３

　

１
７
８

 「
英
語
初
級
講
座
」
受
講
者
募
集

日
時　

10
月
18
日
㈫
、
27
日
㈭
、
11

　

月
７
日
㈪
、
17
日
㈭
、
12
月
１
日

　

㈭　

11
時
〜
正
午

会
場　

カ
ダ
ー
レ
会
議
室
２

料
金　

２
５
０
０
円
（
全
５
回
、
開

　

講
初
日
徴
収
）

持
ち
物　

筆
記
用
具

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

10
月

　

15
日
㈯
ま
で
、
古
川
さ
ん　

☎
０

　

９
０―

４
５
５
９―

４
４
７
８
、

　

Ｅ
メ
ー
ル chika.eng.822@

doco

　

m
o.ne.jp
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市
商
工
会
主
催
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生
募
集

事
業
承
継
計
画
作
成
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

10
月
20
日
㈭　

18
時
〜
20
時

　

半　
会
場　

市
商
工
会
館
（
鶴
舞
会
館
隣
）

対
象　

事
業
承
継
で
お
悩
み
の
経
営

　

者
・
後
継
者
ほ
か　

内
容　

事
業
承
継
の
成
功
の
ポ
イ
ン

　

ト
を
伝
授
し
ま
す
。

事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

策
定
支
援
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

10
月
21
日
㈮　

10
時
〜
16
時

会
場　

し
ん
き
ん
プ
ラ
ザ
（
羽
後
信

　

用
金
庫
本
店
内
）　

対
象　

会
社
経
営
者
や
管
理
者
な
ど

内
容　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
意
義
、 

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策

　

定
演
習　

 【
共
通
事
項
】

受
講
料　

無
料
（
要
申
し
込
み
）

申
し
込
み
先　

10
月
11
日
㈫
ま
で
、

　

市
商
工
会
各
支
所

問
い
合
わ
せ
先　

市
商
工
会
由
利
支

　

所　

☎
53―

３
３
１
４

 「
元
気
な
松
林
」
を
!

白
砂
青
松
目
指
し

松
林
健
全
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
募
集

　

日
本
の
原
風
景
で
あ
る
美
し
い
白

砂
青
松
を
復
活
さ
せ
る
た
め
、
松
林

内
の
落
ち
葉
を
か
き
集
め
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

日
時　

10
月
29
日
㈯　

９
時
〜
11
時

会
場　

本
荘
マ
リ
ー
ナ
後
方
松
林
内

持
ち
物　

長
袖
長
ズ
ボ
ン
、
雨
具
や

　

長
靴
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

由
利
地
域
振
興
局

　

森
づ
く
り
推
進
課　

☎
22―

８
３

　

５
１

市
の
各
種
無
料
相
談

市
民
相
談
員
に
よ
る
相
談
（
要
予
約
）

日
時　

毎
週
木
曜
日　

13
時
15
分
〜

　

17
時

会
場　

市
役
所
市
民
相
談
室

行
政
相
談
・
人
権
困
り
ご
と
相
談

日
時　

10
月
12
日
㈬　

９
時
半
〜
11

　

時
半

会
場　

市
役
所
第
６
会
議
室

消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
相
談

日
時　

月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

　

９
時
〜
16
時

会
場　

市
役
所
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

弁
護
士
無
料
法
律
相
談
（
要
予
約
）

日
時　

10
月
24
日
㈪　

10
時
〜
15
時

　

 （
予
約
10
月
３
日
㈪  

９
時
か
ら
）

会
場　

市
役
所
第
６
会
議
室

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
相
談
室　

☎

　

24―

６
２
５
１

 「
特
設
人
権
相
談
所
」
開
設

日
時　

10
月
19
日
㈬　

13
時
半
〜
15

　

時
半　

会
場　

子
吉
出
張
所　

相
談
内
容　

人
権
相
談（
差
別
、名
誉
、

　

信
用
な
ど
）、
困
り
ご
と
（
土
地
、

　

建
物
の
権
利
な
ど
）、
子
ど
も
の

　

人
権
（
い
じ
め
、
不
登
校
、
体
罰
）

問
い
合
わ
せ
先　

法
務
局
本
荘
支
局

　

☎
22―
１
２
０
０

無
料
調
停
相
談
会

　

民
事
・
家
事
調
停
委
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時　

10
月
20
日
㈭　

10
時
〜
15
時

会
場　

市
民
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー　

　

２
階
研
修
室

相
談
内
容　

金
銭
、
土
地
、
建
物
、
交

　

通
事
故
、家
庭
な
ど（
予
約
不
要
）

問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
調
停
協
会
事

　

務
局
（
本
荘
簡
易
裁
判
所
内
）　

　

☎
22―

３
９
１
６

■ 「ひなた」に参加しませんか
◇日時… 10月5日㈬・20日
㈭　13時半～16時半（遅刻
早退かまいません）　◇会場
…カダーレ和室　◇対象…
ひきこもりなど、人間関係
で足踏みしている方
問 …三浦さん　☎２３―２
１９２、福祉支援課　☎２
４―６３１５

■ 「大いなる秋田」合唱参加者募集
　本荘由利地区吹奏楽祭に
おいて演奏する「大いなる
秋田」本荘公演の合唱参加
者を募集します。練習、リ
ハーサルの日も設けていま
す。初めての方もお気軽に
ご相談ください。
◇日時…11月13日㈰　◇会
場…カダーレ大ホール（リ
ハーサルは10 ～11月に４
回程度）
申込  問 …本荘由利地区吹
奏楽連盟　にかほ市立象潟
中学校　金森さん　☎４３
―２００９

■ 「スローペース」に
　参加しませんか
　同じ思いの仲間とお茶を
飲んだり、お話をして楽し
い時間を過ごしませんか。
◇日時…10月15日㈯　10時
半～15時　◇会場…鶴舞会
館　３階「第４学習室」　◇
対象…こころに問題を抱え
ている方　◇参加料…１００
円（お茶代）　※申し込み
不要。お気軽にどうぞ。
問 …精神保健福祉ボラン
ティア「ティーカップ」事
務局　☎０９０―４０４９―
３１８１

■本荘地域のミニチャレンジデー
　尾崎スポーツクラブとさ
まざまな種目に親しみま
しょう。
◇日時・内容…17日㈪　８
人制バレーボール、18日㈫
　卓球・ミニテニス、19日
㈬　ミニテニス、20日㈭　
バスケットボール、21日㈮
　バドミントン、22日㈯　
９人制バレーボール・ニュー
スポーツ　19時～　◇会場
…尾崎小体育館（敷地内禁
煙・飲食禁止）　◇参加料…
無料
問 …本荘教育学習課　☎２
２―２６７３

■秋田県里親シンポジウム
◇日時…10月15日㈯　13時
～16時　◇会場…さきがけ
ホール　◇定員…２００人　
◇参加料…無料　◇対象…
里親に興味がある全ての方
申込  問 …秋田赤十字乳児
院　京極さん　☎０１８－
８８４―１７６０

■本荘市茶道連盟
　結成35周年記念同窓会
　本荘市茶道連盟の６流派
がそれぞれ席を持ちます。
◇日時…10月29日㈯　10時
～15時　◇会場…鶴舞会館
◇茶券…３席２０００円（当
日券あり）
問 …本荘市茶道連盟　池田
さん　☎２２―０４７７

■第11回森林組合まつり
◇日時…10月16日㈰　10時
～13時　◇会場…西目製材
工場内（道の駅「にしめ」
向かい）　◇内容…ブルーベ
リー苗木３００本無料配布
（先着順）、林業資材の展示
と即売、林業相談、チェー
ンソーアート、大抽選会
問 …本荘由利森林組合総務
課　☎２４―４１４１

■水林新生園祭
◇日時…10月15日㈯　10時
～14時　◇会場…水林新生
園　◇内容…演芸（大道芸
人マッキー）、即売、ゲーム、
模擬店など　
問 …水林新生園　☎２３―
３５７５

■紅葉の中島台　自然観察会
◇日時… 10月23日㈰　８
時50分～14時（小雨決行）
◇集合場所…道の駅象潟「ね
むの丘」駐車場　◇対象…
小学生以上（小学生は保護
者同伴）　◇持ち物…昼食、
飲み物、軍手、歩きやすく
滑りにくい靴など　◇参加
料…無料　
申込  問 …10月19日㈬まで、
自然観察指導員本荘由利支
部　☎２４―４３６９

相　

談

秋田県最低賃金が改定されました
　平成28年10月６日から、21円引き上げられ、時間額７１６円となり
ます。詳しくはお問い合わせください。
問 …秋田労働局賃金室　☎０１８―８８３―４２６６、または労働基準監督署



秋
田
県
最
低
賃
金

総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

無
料
相
談
会
を
行
い
ま
す

日
時　

10
月
８
日
㈯
・
30
日
㈰　

９

　

時
〜
17
時
（
予
約
可
）　

会
場　

市
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー　

第

　

１
会
議
室　

対
象　

中
小
企
業
の
事
業
主
な
ど

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
県
最

　

低
賃
金
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

 

（
秋
田
県
社
会
保
険
労
務
士
会

　

内
）　

☎
０
１
２
０―

６
９
５―

　

７
８
３
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）、 
☎

　

０
１
８―

８
６
５―

５
３
３
５

本
荘
地
域
の

秋
季
道
路
側
溝
清
掃
を
行
い
ま
す

　

地
区
ご
と
に
土
の
う
回
収
を
行
い

ま
す
の
で
、
道
路
側
溝
清
掃
に
つ
い

て
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

 【
お
願
い
】

①
土
の
う
袋
は
、
各
町
内
・
各
個
人

　

で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

②
側
溝
清
掃
で
発
生
し
た
土
の
う
袋

　

は
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
付
近
な

　

ど
に
１
カ
所
に
ま
と
め
て
置
い
て

　

く
だ
さ
い
。

③
あ
く
ま
で
も
、
側
溝
お
よ
び
水
路

　

か
ら
泥
上
げ
し
た
も
の
の
回
収
に

　

な
り
ま
す
。
個
人
敷
地
内
の
土
砂

　

な
ど
を
回
収
す
る
も
の
で
は
あ
り

　

ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

　

を
お
願
い
し
ま
す
。

※

側
溝
の
蓋
上
げ
機
を
お
貸
し
し
ま

　

す
。
建
設
管
理
課
ま
で
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

　

10
月
17
日
〜
21
日

　
　
　
　
　

本
荘
中
央
、
本
荘
西
部

　

10
月
24
日
〜
28
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
荘
東
部

　

10
月
31
日
〜
11
月
４
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
脇
地
区

　

11
月
７
日
〜
11
日

　
　
　
　

内
越
地
区
、
松
ヶ
崎
地
区

　

11
月
14
日
〜
18
日

　
　
　
　
　

子
吉
地
区
、
小
友
地
区

問
い
合
わ
せ
先　

建
設
管
理
課　

☎

　

24―

６
３
４
１

平
成
28
年
度
後
期
の
技
能
検
定

 （
国
家
試
験
）
を
実
施
し
ま
す

実
施
職
種　

建
設
関
係
、
金
属
加
工

　

関
係
、
一
般
機
械
器
具
関
係
、
電

　

気
・
精
密
機
械
器
具
関
係
、
食
料

　

品
関
係
、
衣
服
・
繊
維
製
品
関
係
、

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
関
係
、
そ
の

　

他
受
検
申
請
受
付
期
間　

10
月
３
日
㈪

　

〜
14
日
㈮
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

関
係
書
類
の
交
付
・
申
請
提
出
先　

　

秋
田
県
職
業
能
力
開
発
協
会
、
各

　

技
能
セ
ン
タ
ー
（
市
職
業
訓
練
セ

　

ン
タ
ー
な
ど
）

　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
美
の
国
あ
き

　

た
ネ
ッ
ト
」（「
雇
用
労
働
政
策
課
」

　

↓ 「
職
業
能
力
開
発
」）
で
も
受
検

　

案
内
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
県
雇
用
労
働

　

政
策
課　

☎
０
１
８―

８
６
０―

　

２
３
０
１
、
秋
田
県
職
業
能
力
開

　

発
協
会　

☎
０
１
８―

８
６
２―

　

３
５
１
０

22広報ゆりほんじょう 平成28年10月１日号

 「
平
成
28
年
台
風
10
号
等
災
害
」

義
援
金
を
受
け
付
け
ま
す

募
集
期
間　

10
月
31
日
㈪
ま
で

受
付
口
座　

秋
田
銀
行
お
よ
び
北
都

　

銀
行
各
店
に
義
援
金
専
用
の
振
込

　

用
紙
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
振

　

込
手
数
料
は
無
料
で
す
。

※

こ
の
ほ
か
、
郵
便
振
替
で
も
取
り

　

扱
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
郵
便

　

局
窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。
ま
た
、
日
本
赤
十
字
社
窓

　

口
（
福
祉
支
援
課
お
よ
び
総
合
支

　

所
市
民
福
祉
課
）
で
も
受
け
付
け

　

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
支
援
課　

☎

　

24―

６
３
１
５

稲
わ
ら
・
も
み
殻
な
ど
の

屋
外
焼
却
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

稲
わ
ら
な
ど
の
焼
却
に
よ
り
発
生

す
る
煙
は
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
大

気
環
境
の
変
化
（
放
射
冷
却
な
ど
の

発
生
）
に
よ
り
、
上
空
に
上
が
り
に

く
く
、
道
路
の
視
界
不
良
を
引
き
起

こ
す
原
因
と
な
っ
た
り
、
目
や
の
ど

を
痛
め
る
な
ど
の
健
康
被
害
を
誘
発

し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
県
で
は
公
害
防
止
条

例
に
よ
り
、
10
月
１
日
〜
11
月
10
日

ま
で
の
間
を
稲
わ
ら
な
ど
の
屋
外
焼

却
行
為
の
重
点
禁
止
期
間
と
し
て
い

ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課　

☎

　

24―

６
２
５
３

寝
具
類
洗
濯
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す

　

市
で
は
、
自
力
で
寝
具
類
の
衛
生

管
理
が
困
難
な
方
の
、
布
団
・
毛
布
・

そ
の
他

枕
な
ど
を
丸
洗
い
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象　

寝
た
き
り
、
認
知
症
、
体
の

　

不
自
由
な
方
（
重
度
）
な
ど
が
い

　

る
65
歳
以
上
の
方
で
構
成
さ
れ
る

　

世
帯
で
、
市
民
税
が
非
課
税
の
世

　

帯
実
施
月　

７
月
（
実
施
済
）、
11
月
、

　

２
月
の
年
３
回

申
請
期
限　

10
月
20
日
㈭

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

長
寿
支
援

　

課　

☎
24―

６
３
２
２
、
ま
た
は

　

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

秋
期
狂
犬
病
予
防
注
射
を
行
い
ま
す

日
程

　

本
荘　

10
月
20
日
㈭
〜
22
日
㈯

　
　
　
　

 （
21
日
㈮
は
午
後
の
み
）

　

岩
城　

10
月
11
日
㈫

　

由
利　

10
月
21
日
㈮
（
午
前
の
み
）

　

大
内　

10
月
13
日
㈭
（
午
前
の
み
）

　

西
目　

10
月
５
日
㈬

　

鳥
海　

10
月
８
日
㈯
（
午
前
の
み
）

注
射
手
数
料
（
集
合
注
射
会
場
）

　

３
２
５
０
円

※

時
間
・
会
場
は
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

◇
注
射
会
場
で
は
、「
犬
の
登
録
」
を

　

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
登
録

　

手
数
料　

３
千
円
）

◇
矢
島
地
域
・
東
由
利
地
域
で
は
、

　

実
施
さ
れ
ま
せ
ん
。

◇
手
数
料
の
支
払
い
は
、
つ
り
銭
の

　

無
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

◇
今
年
３
月
２
日
以
降
に
注
射
を
受

　

け
た
犬
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課　

☎

　

24―

６
２
５
３
、
各
総
合
支
所
市

　

民
福
祉
課

子
吉
川
の
「
刈
草
」
を

無
償
提
供
し
ま
す

　

資
源
の
有
効
活
用
の
た
め
、
堤
防

の
刈
草
を
無
償
で
提
供
し
ま
す
。

受
付
期
間　

９
月
30
日
㈮
〜
10
月
７

　

日
㈮　

９
時
〜
16
時
に
子
吉
川
出

　

張
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
子
吉
川
出
張
所
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

国
土
交
通
省 

秋
田

　

河
川
国
道
事
務
所 

子
吉
川
出
張

　

所　

☎
22―

６
３
６
０

不
動
産
を
相
続
し
た
ら

相
続
登
記
を
忘
れ
ず
に
!

　

 「
相
続
登
記
」
と
は
、
法
務
局
の

「
登
記
簿
」
に
記
録
さ
れ
て
い
る
不
動

産
の
所
有
者
が
亡
く
な
る
な
ど
し
た

場
合
に
、
そ
の
方
の
相
続
人
に
所
有

者
の
名
義
を
変
更
す
る
手
続
き
で
す
。

　

こ
の
相
続
登
記
を
し
な
い
ま
ま
放

置
す
る
と
、
第
二
次
・
第
三
次
の
相

続
が
発
生
し
、
相
続
人
が
多
数
と
な

り
、
相
続
の
協
議
や
申
請
手
続
き
が

複
雑
に
な
る
た
め
、
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ

ル
に
発
展
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
が
真
の
所
有
者
と
接

触
で
き
な
い
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

公
共
事
業
の
妨
げ
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　

相
続
登
記
は
、
法
務
局
へ
申
請
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ト
ラ
ブ
ル

の
防
止
の
た
め
に
も
、
早
め
に
申
請

 

・
相
談
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

法
務
局
本
荘
支
局

　

☎
22―

１
２
０
０

◇
相
続
登
記
を
資
格
者
代
理
人
に
依

　

頼
す
る
際
は
秋
田
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
１
８―

８
２
４―

０
１
８
７

 「里親」登録者を募集します
　秋田県では、10月から11月にかけて、里親登録を希望する方への研修を行
います。里親に興味のある方は、お問い合わせください。
問 …県中央児童相談所　☎０１８－８６２－７３１１
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日時　①10月16日㈰、  ②11月６日㈰
　各日10時～11時50分（小雨決行。荒
　天時中止）
集合・解散場所　天鷺村前の広場　　
距離　２㎞
内容　岩城小児童の案内で、妙慶寺や龍
　門寺を巡るほか、亀田地区の名物「う
　ちわ餅」「地獄うどん」が振る舞われ
　ます。
参加料　３００円
申込期限　①10月11日㈫　②11月１日㈫
申し込み・問い合わせ先　岩城小学校　
　☎６２―５０３０、  ＦＡＸ７４―２２２９

　ポールを使ったウオーキング「ノル
ディックウオーキング」は、 普通のウォー
キングよりエネルギー消費量が多く、体
力づくりや減量に効果的です。また、上
半身も使うため、肩や首の凝りの解消に
も有効です。「ウオーキング以上、ランニ
ング未満」を求めている方、毎日のウオー
キングがマンネリ気味に感じている方は
ぜひご参加ください。
日時　10月11日㈫　10時～11時
会場　岩城総合体育館
募集人数　15人程度
参加料　無料
※内ズックをご持参のうえ、歩きやすい
　服装でお越しください。
申し込み・問い合わせ先　10月７日㈮ま
　で、岩城教育学習課　　☎７３―２４
　６８

  【ごてんまり制作教室（初心者・初級） 】
日時　11月７日㈪、９日㈬、10日㈭　
　９時半～15時
会場　カダーレ創作テラス
定員　15人（先着順）
  【刺し子制作教室（初級・中級） 】
日時　11月15日㈫、18日㈮、21日㈪　
　９時半～15時
会場　カダーレ創作テラス
定員　20人（先着順）
受講料　各１５００円
申し込み・問い合わせ先　10月21日㈮ 
　まで、観光文化振興課　☎２４―６３ 
　４９

イベント、行事の案内

ＥVENT
Information

㈯／１０１５
㈰～２３

期間　10月15日㈯～23日㈰　
会場　法体園地（法体の滝）　
イベント開催日　10月16日㈰
内容【ステージ】　前ノ沢太鼓によるオー
　プニング（10時～10時半）、鳥海郷土芸
　能保存会発表（10時40分～11時50分）、
　folce（鳥海地域出身。シンガー）　＆ス
　トロベリータイムズ（バンド）歌謡
　ショー（正午～13時）、抽選会（歌謡
　ショー終了後）
　 【その他】きのこ汁無料サービス（11
　時～11時半。先着200人限定）、岩魚
　つかみどり体験（11時半～正午。対
　象は小学生以下、参加は無料）、バザー
問い合わせ先　市観光協会鳥海支部（鳥
　海総合支所産業課内）　☎５７―２２０
　５

日時　10月22日㈯　10時～
会場　カダーレ　自然科学学習室１
参加料　５００円
対象　小学生以下（保護者同伴）
定員　10組
問い合わせ先　カダーレ事務局　☎２２
　―２５００

㈰
／１０ ３０

日時　10月30日㈰　正午～ 14時半
　 （受付11時半～）
会場　天鷺村大広間（２階）
参加料　２７００円（前売り・当日券共
　通。前売り券はおつまみ付き）
提供ワイン　プラムワイン秀麗・光月、
　木苺ワイン（特別提供 ・ 蔵出しワイン）、
　プラムスパークリングワイン（新商
　品・真田十勇士ラベル）など
イベント　講談「真田軍記」（講談師・
　旭堂南陽さん）、シャーベット早食い
　競争、お楽しみ抽選会
チケット販売　天鷺ワイン城、天鷺村、
　道の駅「岩城」
問い合わせ先　天鷺ワイン城　☎７４―
　２１００

　自分で淹れたコーヒーとおいしいス
イーツを味わいましょう。コーヒーの良
い香りに包まれて美術鑑賞をお楽しみく
ださい。
日時　10月23日㈰　９時～11時半
会場　亀田城美術館（ホール・喫茶室）
参加料　８００円
定員　10人（先着順）
申込期限　10月19日㈬
※参加者は当日、美術館内を無料でご覧
　になれます
申し込み・問い合わせ先　岩城教育学習
　課　☎７３―２４６８、亀田城美術館
　☎７４―２５００

　あたたかく優しい馬に触れ、引き馬・
乗馬体験やえさやり体験を楽しみましょ
う。
日時　10月15日㈯　10時～11時20分
会場　ゆり高原ホースパーク
参加料　無料
定員　10人（先着順。要申込み）
問い合わせ先　ＮＰＯ法人由利本荘にか
　ほ市民が健康を守る会　☎０９０―２
　２７１―８８５７

第24回あまさぎ
ワインまつり

子どもフットパス
in　亀田

㈰
／１０ ２３ 美術館で

コーヒー教室

㈫
／１０ １１ ノルディック

ウオーキング講習会

㈯
／１０ １５  お馬さんに親しもう

   「ホースセラピー秋麗編」

㈯
／１０ ２２

親子で作ろう!
ハロウィン
かぼちゃランタン

㈰／11 ６
／１０ １６㈰

ごてんまり・
刺し子制作教室

１１月
開催

第39回法体の滝
紅葉まつり



24広報ゆりほんじょう 平成28年10月１日号

○10月の各館行事カレンダー
２㈰
８㈯

10時～

10時30分～
10時30分～

10時30分～

13時15分～
10時30分～

10時30分～
13時30分～

中央13㈭
27㈭

８㈯
22㈯

由利
出羽

29㈯～
　30㈰

中央
由利

由利

15㈯

岩城
中央

中央
20㈭

中央

26㈬

おはなしでてこい 絵本の読み聞かせ　ほか

秋田県よろず支援拠点無
料相談（郷土資料室）

本荘お母さん読書会公開
例会（研修室２）

講話「吉屋信子の世界－日本
の少女小説について－」

古本活用のため、希望される方に古本・不用本を無料で差し上げます。９時～17時

絵本の読み聞かせ　ほか
民話紙芝居 由利の民話シリーズ紙芝居上演　ほか

専門家によるビジネスの無料相談
えほんでこんにちは（お話室） 絵本の読み聞かせ　ほか
古典講座（研修室１・２） 芭蕉 蕪村 一茶 と共に歩く　　～奥の細道（その四）～

おはなし劇場（お話室）
出演：つくしんぼ

おはなし会（岩城児童センター） 絵本の読み聞かせ　ほか 出演：岩城図書館職員

担当：あきた企業活性化センター
秋田県よろず支援拠点

出演：民話サークル
出演：おはなしたんぽぽの会

出演：ゆりかごの会
講師：鈴木 タキ さん

善隣 第43回親子読書感想発表会 由利小学校１～６年の親子６組による読書感想発表
会。１冊の本を仲立ちに親子の絆をより深めます。

13時～
　15時10分 講評：中川 節子 さん

善隣 民話紙芝居12時20分～
　　　50分 出演：民話サークル

おはなしのへや
古本お持ち帰りコーナー

絵本の読み聞かせ　ほか

由利の民話紙芝居上演　ほか

出演：すずめの巣

講師：猪股 和子 さん

29㈯

10時～15時
30㈰

出羽
おはなしでてこい 絵本の読み聞かせ　ほか 出演：つくしんぼ10時30分～ 由利

（中央）＝中央図書館、（岩城）＝岩城図書館、（由利）＝由利図書館、（善隣）＝善隣館、（出羽）＝出羽伝承館

○休館日
中央図書館
岩城図書館
由利図書館
出羽伝承館

1日㈯～６日㈭ ※特別整理期間、11日㈫、25日㈫、31日㈪
３日㈪、10日㈪、11日㈫、17日㈪、24日㈪、31日㈪
10日㈪
３日㈪、11日㈫、17日㈪、24日㈪、31日㈪

今月の移動図書館
【本荘】本荘第一病院８階ラウンジ　 10月28日㈮　13時～16時
【大内】上川大内出張所・下川大内出張所
【鳥海】笹子出張所
※大内・鳥海の施設は毎月１回入れ替えて常設しています。  

日時　10月２日㈰　10時～14時
会場　南由利原青少年旅行村
内容　 【ゲームイベント】わなげゲーム
　＆ボール投げ的入れゲーム（10時～ 11
　時半）、絶叫大会（11時半～正午）、 ○
　×クイズ（13時～14時）
　 【体験イベント】乗馬体験・ターゲッ
　トバードゴルフ体験（10時半～14時）
　 【ステージ】
　アマチュアバンド野外ライブ（11時～
　14時）、ダンスステージ・ジャングル
　キッズ（正午～ 12時半）、踊り・由利
　本荘いなせ組（12時半～13時）
　 【その他】
　秋田由利牛フェア(焼肉ガーデン、販
　売)　10時半～14時、出店（10時～）
問い合わせ先
　南由利原青少年旅行村管理棟
　☎５３－２１２６

鳥海高原南由利原
コスモスまつり

㈯
／10 １５

　地域活性化を目的に設立した笹子地域
づくり実行委員会が、ナメコなど鳥海の
山の恵みを販売します!
　また、会場では地元の方々が食べるキ
ノコの簡単なレシピも配布する予定です。
日時　10月15日㈯　９時～14時頃
会場　道の駅「清水の里・鳥海郷」広場
問い合わせ先
　笹子地域づくり実行委員会事務局（鳥
　海総合支所振興課内）　☎５７―２２０１

　地元案内人の案内で、東由利側３つの
登山口制覇を目指します。彩りに満ちた
八塩山を一緒に満喫しましょう。
日時　10月15日㈯　８時半～15時
集合・解散場所　東由利総合支所
コース　前平登山口より出発し、山頂で
　昼食後、深山林道登山口を経由し、鳥
　居の沢登山口へ下山します。
※詳しいコース内容は、市観光協会ホー
　ムページに掲載しています。当日は登
　山口までバスを運行します。
定員　30人程度
参加料　１０００円
申し込み・問い合わせ先
　10月11日㈫まで、市観光協会東由利
　支部　☎６９ー２１１６

笹子キノコまつり

㈯
／10 １５ 秋の八塩登山

　片道30分ほどの登山です。
日時　10月23日㈰　13時～16時45分
集合場所　小友公民館
　 （バスで移動します）
◎探索中に撮影した写真や、詠んだ俳句
　のコンテストも実施します。
※小学生は保護者同伴
申し込み・問い合わせ先
　10月17日㈪まで、小友地域振興会事
　務局　☎２２―０３１８

　本来クマは山奥に生息し、人と接する
事はまれな動物です。環境の変化により
クマに何が起こっているのか、マタギの
目を通してお話しします。
日時　11月13日㈰　10時～11時半
会場　カダーレ　自然科学学習室２  （中
　央図書館３階）
講師　鳥海射撃協会　三浦俊雄副会長
対象　小学生以上
参加料　無料
申し込み・問い合わせ先
　中央公民館　☎ ２２―０９００

 「クマ講座」
～ マタギに学ぶ生活技術 ～㈰

／11 １３

小友景勝地
 「龍馬山とその周辺」
探索登山

㈰
／10 ２３

㈰
／10 2

25

　県内各地から旬の野菜や海産物、工芸品、飲食
が大集合!催し物では、本紙９月15日号に登場し
た「黄桜すい」ちゃんも登場します。さまざまな
ものが集まる軽トラ市にぜひお越しください。
日時　10月９日㈰　９時～13時半
会場　道の駅「東由利」
催し物　①オープニング一斉クラッカー（８時20
　分から先着１５０人にクラッカー配布。９時開
　始）　②黄桜すいちゃんとモウ太くんがやって
　くる‼写真撮影会（10時～）　③ゲーム「新米
　でＧＯ！」（規定の重さに新米の量を近づけよ
　う!　受け付け10時半、開始11時。先着25人）
 【ボランティアスタッフ大募集】
　当日のイベント準備や運営などのお手伝いをし
ていただけるボランティアスタッフを募集します。
対象　高校生以上の方
募集人数　10人（昼食を準備します）
申込期限　10月５日㈬
申し込み・問い合わせ先　黄桜の里ひがしゆり活
　性化委員会（東由利ショッピングプラザぷれっ
　そ内）　☎６９ー３２６６
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中央図書館文学散歩
 「真田ゆかりの地・岩城を歩く」
日時　10月18日㈫　９時～15時半（出発・到着
　カダーレ西口）
参加料　２０００円（昼食代・入館料込み）
定員　25人（先着順）
内容　岩城の真田ゆかりの地を歩く（岩城まちあるきボランティア同行）
　天鷺村（歴史館の「お田の方コーナー」・資料館など）
　亀田城佐藤八十八美術館
申し込み・問い合わせ先　中央図書館　☎２２―４９００
◇電話または図書館カウンターでお申し込みください。

平成28年度  おとなの社会科６時間目
  「高齢化社会と生活設計」
　現在、または将来の生活に不安を感じていません
か？年金をはじめ様々な不安がある中、賢く生活設
計をしていく術を金融の専門家がお話します。
日時　10月14日㈮ 　14時～15時半
会場　カダーレ３階　自然科学学習室２
講師　秋田県金融広報委員会　金融広報アドバイ
　ザー　佐藤貞悦  さん
定 員　40人（要申し込み）
参加料　無料
申し込み・問い合わせ先　中央図書館　☎２２―４９００

月月 ５施設の催事案内施設の催事案内５施設の催事案内
㋕カダーレ  ㊥中央公民館  ㋐アクアパル 総合体育館  ㋛シーガル総

１ 土

２ 日
３ 月
４ 火
５ 水
６ 木
７ 金
８ 土

平成28年度本荘地区敬老会（西部・石脇）　11時～13時　㋕

総ぽぽろCUP2016  for  girls（～ 9日）　８時～18時

シルバーカレッジ「鳳山学園」秋の移動研修　８時半～17時　㊥

図書館講座「本荘お母さん読書会共催読書会」　13時15分～　㋕
狂言の夕べ　野村万作　萬斎　19時～　入場料あり　㋕

卓球選手権大会（中学・一般の部）　８時～18時　　総

第12回市民芸術文化祭（～30日）　９時～16時（30日15時まで）　㋕
子吉川クリーンアップ　７時半～　㋐
大内地域市民祭（～30日）　８時～17時　 総

由利本荘市民まつり（～23日）　９時～19時（23日16時まで）　㋕
木育キャラバン（～ 23日）　10時～16時（23日15時まで）　㋐
由利本荘にかほ剣道連盟第57回芳賀光山剣道大会　９時～18時　総

由利本荘市老連８人制バレーボール大会　８時～17時 総

総

全国フットパスの集い2016in由利本荘　フットパスフォーラム　13時半～16時半　㋕
古典講座　～奥の細道（その四）～　13時半～15時　㋕
卓球選手権大会（小学生の部）　８時～18時　

合同行政相談所　13時～16時　㋕
おとなの社会科６時間目　14時～15時半　㋕

総
 「スポーツ立市由利本荘」宣言式典　10時半～ 16時半　㋕
第２回まるごとスポーツフェスティバル（バレーボール）　８時～13時　

総

平成28年度本荘地区敬老会（中央・東部）　11時～13時　㋕
全日本写真連盟ゆり支部写真展　９時～18時（２日17時まで）　㋕
秋のプラネタリウム教室（～２日）　14時～　㋕
天体観望会　19時～21時　㋕
大相撲力士「豪風関」講演会　14時半～　入場料あり　㋐
太極拳交流大会　８時～ 16時

９ 日

10 月
11 火
12 水
13 木
14 金

15 土
16 日
17 月
18 火
19 水
20 木
21 金
22 土

23 日
24 月
25 火
26 水
27 木
28 金
29 土
30 日
31 月

※催し物の時間など詳しくは各施設にご確認ください。

11

㋐　休館日

㋕　休館日

総
第31回秋田県郡市対抗剣道大会兼
ねんりんピック秋田2017リハーサル大会　９時～18時

総㋐　　　休館日

総
由利耕心大学　10時～15時　㋛
㋕　㋐　　　休館日

㋐　休館日

㋐　休館日

総

総

総

１日　本荘東中第12回合唱コンクール　13時～　㋕
２日　平成28年度本荘北中合唱コンクール　12時半～　㋕
３日　本荘南中合唱コンクール　13時～　㋕
　　　第65回本荘由利秋季柔道大会・第52回本荘由利少年武道錬成大会　８時～17時　
４日　本荘山の会山岳写真展（～ 6日）　９時～17時（４日正午から、６日15時半まで）　㋕
５日　第４回クラフトいろいろ体験会（～6日）　10時～17時　㋕
　　　第42回商工会バレー大会　
６日　劇団四季ウエストサイド物語　14時～　入場料あり　㋕
　　　第32回本荘由利ママさんバレーボール連盟結成記念大会　８時～17時　

㈰
／10 ９ 黄桜の里軽トラ市
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　お子さんが病気の回復期にあり、 集団保育などが困難な期間や、急用で家庭で看病する人のいない場合など
に、お子さんを一時的にお預かりします。

お問い合わせ：子育て支援課　☎２４－６３１９　または各病後児保育室

◎対象　市内在住の生後６カ月～小学生の子ども
　  （条件）•風邪、骨折や火傷などの回復期にある。
　　　　　  ※医師の診断を受けていることが要件となります。
　　　　  •その他担当医が利用可能と判断した状態にある。

※利用には事前登録が必要です。登録用紙は子育て支援課、各総合支所市民福祉課、病後児保育室にあります。
　緊急の場合は事後登録を受け付けます。なお、日曜・祝日・年末年始はお休みとなります。

◎利用料金（１日）　所得税課税世帯：2,000円　所得税非課税世帯：1,000円
　　　　　　　　　  市民税非課税・生活保護世帯：無料

◎定員　１日４人

◎場所　クローバー病後児保育室本荘　☎23－6700　笹道２番地　ハイツ・イトウ103号
　　　　クローバー病後児保育室岩城　☎73－3720　新鶴潟団地内

◎開所時間　７時～18時

「病後児保育室」ご利用ください「病後児保育室」ご利用ください「病後児保育室」ご利用ください

嵯峨　清作さん

藤嶋　トミさん

黒木　久志さん

小番　正雄さん

齋藤　金一さん

佐々木シヱさん

伊藤　咲子さん

三浦　光弘さん

三浦勝四郎さん

三浦　セツさん

今野　サトさん

（南ノ股・90歳）

（石脇・89歳）

（西梵天・86歳）

（瓦谷地・78歳）

（川口・86歳）

（宮内・90歳）

（赤沼下・60歳）

（矢島町木在・54歳）

（矢島町城内・78歳）

（矢島町七日町・92歳）

（岩城道川・83歳）

吉尾　タエさん

今野　トヨさん

東海林藤四郎さん

三浦　チヨさん

須田　忠次さん

加藤直一郎さん

東海林泰明さん

大友　トメさん

遠藤　健一さん

阿部キヨミさん

加川ミツヱさん

（岩城滝俣・88歳）

（岩城君ヶ野・85歳）

（岩城下黒川・87歳）

（吉沢・85歳）

（前郷・85歳）

（土倉・88歳）

（長坂・39歳）

（高尾・90歳）

（東由利老方・88歳）

（東由利法内・92歳）

（西目町出戸・88歳）

山内　久行さん

岡田　冨子さん

佐藤キチヨさん

岡部　　聡さん

佐藤　廣四さん

佐藤　良一さん

原田　豊一さん

栗田サクヨさん

大友　一夫さん

（西目町沼田・67歳）

（西目町沼田・98歳）

（西目町海士剝・89歳）

（西目町沼田・56歳）

（鳥海町下川内・90歳）

（鳥海町栗沢・81歳）

（鳥海町才ノ神・81歳）

（鳥海町下笹子・84歳）

（鳥海町上笹子・85歳）

佐藤　英子さん

小松　　秀さん

伊藤　英子さん

正木ミエ子さん

今野　伸一さん

豊島　カツさん

荘司美代子さん

三浦　忠勝さん

熊谷　　正さん

真坂キヨ子さん

亀山　玲子さん

（大鍬町・84歳）

（万願寺・85歳）

（鶴沼・81歳）

（東町・99歳）

（松ヶ崎・57歳）

（玉ノ池・95歳）

（石脇・91歳）

（石脇・81歳）

（玉ノ池・86歳）

（薬師堂・79歳）

（東町・85歳）

<９月１日～ 15日受け付け分>

武田　晴穹ちゃん（知洋さん）石脇

佐藤　陽奈ちゃん（諒人さん）土谷

葛西　秀音ちゃん（  亮  さん）大鍬町

佐藤　陽音ちゃん（誠也さん）薬師堂

村岡　結衣ちゃん（雅希さん）出戸町

<９月１日～ 15日受け付け分>

　  は   く

      ひ   な

     しおん

     ひなた

　  ゆ   い

佐々木哉汰ちゃん（  淳  さん）赤沼下

舘岡　大和ちゃん（大起さん）石脇

佐藤　　紬ちゃん（  伸  さん）石脇

佐藤　史深ちゃん（圭吾さん）大鍬町

小松　　源ちゃん（琢也さん）石脇

  かなた

  やまと

 　つむぎ

  ふ　み

  　 げん

小川　七星ちゃん（  司  さん）石脇

岩坂　建吾ちゃん（  諒  さん）岩城二古

浅利　藍加ちゃん（廣志さん）及位

吉田　瑛翔ちゃん（瑞樹さん）岩谷麓

長谷山　楓ちゃん（  修  さん）西目町沼田

真坂　颯志ちゃん（泰良さん）鳥海町下川内

     ななせ

　けん ご

　あい か

　えい と

        かえで

    そう し

「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民課（または総合支所市民福祉課、出張所）窓口にお申し出ください。

久

久
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日時　11月２日㈬、４日㈮、９日㈬、
　11日㈮の４日間　13時～16時
会場　西目公民館シーガル
定員　10人（先着順）
材料代　３５００円
持ち物　エプロン　手袋
内容　みだれ編みのかごを２つ作ります
講師　鈴木ミツ子さん
申し込み・問い合わせ先　西目公民館　
　☎３３―２３１５

　本市内の写真愛好会の皆さんが撮影し
た桜の写真展を開催します。
展示期間　10月21日㈮～ 11月30日㈬
展示期間中の休館日　
　月曜日と祝日の翌日　
入館料　無料
問い合わせ先　出羽伝承館　☎６２―０
　５０５

　身近なものを描き、短いことばで気持
ちを届けてみませんか。
日時　10月18日㈫、27日㈭、11月１日㈫、
　10日㈭、17日㈭、24日㈭の６日間　
　13時～16時
会場　西目公民館シーガル
定員　10人（先着順）
材料代　５０００円（初回のみ）
講師　潟保卓雄さん
申し込み・問い合わせ先　西目公民館　
　☎３３―２３１５

日時　10月８日㈯　13時半～15時
会場　中央図書館　お話室
内容　高校生たちがおすすめの本を紹介
　しあい、投票で「一番読みたくなった
　本」（チャンプ本）を決定します。
問い合わせ先　県教育庁生涯学習課
　☎０１８―８６０―５１８４

絵てがみ教室 つる細工教室
１０
１１
月
月
～

出羽伝承館企画展
芋川を楽しむ会プレゼンツ
  「桜の魅力　写真展」

日時　10月９日㈰　９時50分～ 13時50
　分
会場　矢島駅前　イベント広場
内容　特産品の販売、ステージイベント
　 （かかし列車表彰式、矢島保育園の皆
　さん、由利高校民謡部の皆さん）
問い合わせ先　鳥海山ろく線運営促進連
　絡協議会（矢島総合支所振興課内）　
　☎５５―４９５１

地域包括ケア ～ 最期まで安心して暮らし続ける地域づくり ～

医師会訪問看護ステーション管理者　三浦寿子

　訪問看護とは、 看護師がご家庭を訪問し、 体調確認をしたり、家での生活を看護の専門家の視点で見
守ってお手伝いや助言をしたりするものです。訪問看護は、赤ちゃんからお年寄りまで、年齢や病気の種
類に関係なくご利用いただけます。病気や障がいがあっても住み慣れた自宅や地域で暮らせるよう、さま
ざまなサービスと連携し、患者さんの生活を支援しています。ご利用を希望される方は、かかりつけ医や
ケアマネージャー、訪問看護ステーションにご相談ください。休日や夜間も対応しています。

　☆どんなことをしてくれるの？
　•病気や障がいの状態、血圧・体温・脈拍などのチェック
　•かかりつけ医の指示に基づく処置・助言・医師との連絡調整
　•入浴介助、身体拭き、オムツ交換、食事介助など療養上の世話や薬の管理等
　•体位交換、関節の動かし方の指導などのリハビリテーション
　•自宅で最期を迎える方への適切なお手伝いなど

  〈本荘由利地域の訪問看護ステーション〉
　•本荘第一病院訪問看護ステーション　　•厚生連由利訪問看護ステーション
　•医師会訪問看護ステーションせんがり　•訪問看護ステーションハルモニアにかほ

問い合わせ先：地域包括支援センター　☎２４－６３２４

㈬／11 ２
㈮４

㈮１１
㈬９

㈮
㈬

／10 ２１
／11 ３０～

おばこ特産品まつり㈰
／10 ９ビブリオバトル

秋田県高校生大会2016
由利本荘大会㈯

／10 ８

本紙９月15日号・18㌻掲載の「第10回大内模型飛行機記念大会プラスあきた号佐々木良
三杯」「模型飛行機制作教室」の会場について、正しくはそれぞれ「西目小学校前の田ん
ぼ」「岩谷児童館」になります。おわびして訂正いたします。

訂正・
おわび
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▶▶催し
■インターバル速歩　無料体験会
　インターバル速歩は早歩きとゆっく
り歩きを繰り返すウオーキング法で、
「誰でもどこでも手軽に」できる、中
高年代の方に特にオススメの運動法で
す。元気な体づくりのために、ぜひこ
の運動法を学んでみましょう。
日時　10月26日（水）14時～16時
会場　市コミュニティ体育館
定員　20人
申し込み　10月14日（金）まで、
　　　　　健康管理課へ
※動きやすい服装で、内ズック、タオ
　ル、飲み物をご持参ください。

■こころの相談日
　無料で臨床心理士とお話できます。
開催日　10月21日（金）
相談時間　10時～10時45分、11時～
　11時45分、13時半～14時15分
　※１人45分・予約制です
会場　本荘保健センター
申し込み　10月14日（金）まで、
　　　　　 健康管理課へ

■本荘第一病院「がん大学」
　がん患者やそのご家族、がんについ
て勉強したい方、どなたでも歓迎しま
す。
日時　11月５日（土）10時～11時
会場　本荘第一病院８階　研修ホール
講師　本荘第一病院外科部長　柴田聡
問い合わせ・申し込み
　本荘第一病院秘書課　佐藤・三浦
　☎２２－０１１１

　

■由利組合総合病院「サロンおひさま」
　がんを経験した方やその家族、関心
のある方のためのサロンです。
開催日　10月18日（火）
内容・時間　歯科医師による学習会 
　「がん治療と口腔ケア～ がん治療を
　乗り越えるために～」（11時～ 11時
　半）、茶話会・パステル和アート　
　 （13時半～15時）
会場　由利組合総合病院がん相談支援
　センター（１階新患受付向かい）
問　由利組合総合病院がん相談支援セ
　ンター　☎２７－１２００

■湯ったりほのぼの教室
　どなたでも気軽にお越しください。
日時　10月27日（木）９時半～11時
会場　鶴舞温泉　中広間
内容　健康相談・血圧測定、「生演奏
　で懐かしいうたを歌おう!」

◇
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
管
理
課
（
本
荘
保
健
セ
ン
タ
ー
内
☎
22
ー
１
８
３
４
）

　

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

スポーツの秋!

本格ランナーもちびっこランナーも全力疾走!
　　　　　　（９月11日・西目健康マラソンで）

Time to start working out...

月

水
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　平成28年10月１日より、 Ｂ型肝炎ワクチンが定期予防接種に導入されます。

８日（土）

28日（金）

～ご協力ください～

実　施　場　所受付時間
10:00 ～ 11:30 秋田県立大学本荘キャンパス

（潮風祭）

由利組合総合病院14:30 ～ 16:00

13:00 ～ 16:00

日

＜10月の予定当番医師・敬称略＞

【持ち物】保険証、お薬手帳
　　本荘由利広域休日応急診療
　　所（☎24－3917）、平日は健
　　康管理課（☎22－1834）

内科・小児科
休日応急診療所 ２日㈰　菊池　四郎

９日㈰　佐藤　省子
10日㈪　三浦　　忍
16日㈰　小松　徳彌
23日㈰　奥山　俊浄
30日㈰　佐藤　省子

診療時間：10時～16時
（受付時間：15時半まで）

※当番医師は変更になる場合があります

１回目
２回目

法律上の接種期間・間隔標準的接種期間・間隔回　数

３回目

生後２～９カ月の間に27日の間隔をおいて２回接種し、
１回目から139日（約20週）以上あけて３回目を接種。

１歳未満で、27日の間隔をおいて２回接種し、１回目から
139日（約20週）以上あけて３回目を接種。

●接種方法　医療機関での個別接種になります。

●注意事項　•対象者の中で既に任意（有料）で接種したことのある方は、３回のうち残りの回数を定期接種として接種できます。
　　　　　　　　（任意で受けた分の助成はありませんのでご了承ください。）
　　　　　　•母子感染予防のため生後間もなく接種を開始した場合は３回目まで健康保険適用になりますので、定期予防接種の
　　　　　　    対象となりません。
　　　　　　•標準的接種期間・間隔で接種できない方については、法律上の接種期間・間隔内であれば無料で接種できます。
　　　　　　•対象者には、接種に必要な予診票を個別に郵送・配布しています。

●対象者　平成28年４月１日以後に生まれた１歳未満の乳児
●接種スケジュール

※原則として、全血献血で400ml献血をお願いしております

秋晴れの中、みんなでいい汗を流しました!
　　　（９月11日・子吉川レガッタ2016で）

　インフルエンザワクチンを接種することで、感染を予防したり重症化を防いだりすることができます。市では次の対象者に接種料
金の一部を助成します。接種料金は医療機関によって異なりますので、事前に医療機関に問い合わせていただくことをお勧めします。
なお、対象者への個別通知はいたしません。

高齢者インフルエンザ予防接種を受けましょう!

●対象者　市内に住所があり、接種日に①または②に該当する方
　　　　    ①満65歳以上の方
　　　　    ②満60～64歳で、心臓・腎臓・呼吸器等の機能に
　　　　　    障がいのある方（身体障害者手帳１級程度）

●期間　10月１日～平成29年２月28日
　　　　※季節性インフルエンザの流行は１月上旬から３月上旬
　　　　　が中心で、ワクチンが十分な効果を維持する期間は、
　　　　　接種後約２週間～５カ月とされています。流行期に間
　　　　　に合うよう、12月中旬までの接種をお勧めします。

●自己負担額　医療機関により異なります。
　　　•医療機関が定める接種料金から市助成額（1,000円）を
              差し引いた金額。
　　　•生活保護世帯の方は、「緊急時医療依頼証」を医療機関に
              提示することで自己負担額が無料（市が全額助成）。

※健康保険証、身体障害者手帳を医療機関へ提示してください。
※病気療養中の方は、接種できるか主治医に相談してください。

地域　医院・病院名
本荘　浅野耳鼻いんこう科医院
　　　伊藤内科医院
　　　猪股医院
　　　奥山内科医院
　　　中央線診療所
　　　本荘整形外科
　　　作左部医院
　　　さけみ小児科クリニック
　　　佐々木産婦人科医院
　　　梵天内科クリニック
　　　しぶやこまちクリニック
　　　清水泌尿器科内科医院
　　　鈴木小児科
　　　まつだあかちゃんこどもクリニック
　　　わかまつ内科クリニック
　　　さとうハートクリニック
　　　松ヶ崎診療所
　　　やまだ糖尿病・胃腸内科クリニック
　　　菅原病院

地域　医院・病院名
本荘　佐藤病院
　　　由利本荘医師会病院
　　　本荘第一病院
　　　由利組合総合病院
矢島　佐藤医院
　　　大井医院
　　　木村医院
岩城　風平診療所
　　　国立病院機構　あきた病院
由利　渡邊医院
大内　伊藤医院（伊藤伸一）
　　　いとう内科医院
東由利   小松医院（小松良竹）
　　　佐藤病院　老方診療所
西目　きくち医院
鳥海　笹子診療所
　　　直根診療所
　　　加賀医院
　　　鳥海診療所

【高齢者インフルエンザ予防接種　市内実施医療機関一覧】

問

10 月 献血日程

Ｂ型肝炎予防接種の定期化について

日常の中に運動を日常の中に運動を
取り入れましょう取り入れましょう
日常の中に運動を
取り入れましょう



31 Yurihonjo city public Relations. 2016

999
!

クイズの答え　Q1→２　Q2→３
応募総数  41通  ありがとうございました

◆
市
の
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
わ
か

り
、
広
報
は
必
ず
見
て
い
ま
す
。

お
た
よ
り
は
60
歳
代
の
人
の
声
が

多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
若
い

人
た
ち
の
声
も
聞
き
た
い
で
す
。

（
神
田
さ
ん
・
60
歳
・
西
目
地
域
）

ちょっとひといき・・・

まち散歩
 ・味めぐり
まち散歩
 ・味めぐり ４４

◆
広
報
は
大
変
よ
く
で
き
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
も
う
少
し
小
中

高
の
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
を
載
せ

て
欲
し
い
で
す
。

 

（
佐
々
木
さ
ん
・
74
歳
・
本
荘
地
域
）

◆
毎
回
広
報
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が

あ
り
、
県
外
か
ら
の
参
加
者
も
多

く
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

 

（
斎
藤
さ
ん
・
68
歳
・
本
荘
地
域
）

◆
お
い
し
い
果
物
が
食
卓
を
に
ぎ

わ
す
頃
と
な
り
ま
し
た
。
食
後
、

孫
た
ち
が
モ
リ
モ
リ
平
ら
げ
る
の

で
、
バ
ア
バ
は
皮
を
む
く
の
に
必

死
で
す
。

 

（
釜
台
さ
ん
・
75
歳
・
西
目
地
域
）

◆
笑
売
繁
盛
の
コ
ー
ナ
ー
は
い
つ

も
楽
し
み
に
し
て
い
る
ペ
ー
ジ
で

す
。
東
由
利
の
「
ふ
ぐ
れ
っ
こ
」

は
名
前
も
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
で

身
体
に
も
よ
さ
そ
う
で
す
ね
。

 

（
斉
藤
さ
ん
・
57
歳
・
本
荘
地
域
）

◆
お
付
き
合
い
し
て
い
る
方
の
家

で
毎
回
楽
し
く
広
報
を
読
ん
で
い

ま
す
。
８
月
に
は
鳥
海
高
原
花
立

牧
場
で
開
催
し
て
い
た
イ
ベ
ン
ト

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。

 

（
千
葉
さ
ん
・
42
歳
・
横
手
市
）

◆
先
日
、
友
３
人
で
五
能
線
の
旅

に
出
か
け
ま
し
た
。
台
風
の
前
日

で
し
た
が
、
海
が
ど
こ
ま
で
も
群

青
色
で
、
真
っ
青
な
空
に
白
い
雲

が
浮
か
び…

嵐
の
前
の
静
け
さ
の

中
、
こ
れ
か
ら
は
こ
ん
な
時
の
過

ご
し
方
も
大
切
な
年
齢
と
気
づ
か

さ
れ
た
楽
し
い
旅
で
し
た
。

 

（
荘
司
さ
ん
・
69
歳
・
本
荘
地
域
）

◆
稲
刈
り
の
季
節
で
す
ね
。
お
い

し
い
お
米
を
食
べ
る
の
が
楽
し
み

で
す
。

 

（
三
浦
さ
ん
・
50
歳
・
矢
島
地
域
）

◆
先
日
初
め
て
東
光
山
を
訪
れ
ま

し
た
が
、
山
頂
か
ら
鳥
海
山
や
本

荘
地
域
の
街
並
み
、
日
本
海
が
一

望
で
き
ま
し
た
。
由
利
本
荘
市
に

こ
ん
な
に
良
い
所
が
あ
っ
た
と
は

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
に
か
く

絶
景
で
す
!

（
釜
台
さ
ん
・
68
歳
・
西
目
地
域
）

工藤さち子さん
佐林　ツギさん
阿部スエミさん
三浦　和子さん
伊藤　純二さん

（本荘）
（本荘）
（本荘）
（矢島）
（大内）

斉藤たか子さん
田口　勝子さん
豊嶋荘一郎さん
神田恵美子さん
畑山津美子さん

（本荘）
（本荘）
（本荘）
（大内）
（東由利）

内
各
地
を
ま
わ
っ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ

と
が
多
い
と
感
じ
ま
す
。
皆
さ
ん

の
地
域
の
面
白
い
こ
ぼ
れ
話
な
ど

を
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

に
も
考
え
ず
物
事
に
臨
ん
だ

時
は
、
良
い
結
果
を
伴
い
ま

す
が
、
自
分
の
実
力
以
上
の
も
の

は
発
揮
で
き
ま
せ
ん
。
日
々
精
進

の
毎
日
で
す
。

合
い
に
満
ち
た
表
情
で
壮
行

会
に
臨
む
国
体
出
場
選
手
の

皆
さ
ん
（
12
㌻
）。
全
国
を
相
手

に
、
自
分
ら
し
い
プ
レ
ー
を
し
て

き
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

々
、
体
の
カ
タ
い
小
生
。
そ

の
せ
い
で
は
な
い
の
で
し
ょ

う
が
、
文
章
も
カ
タ
い…

。
は
い
、

ま
ず
は
入
念
な
ス
ト
レ
ッ
チ
か
ら

始
め
よ
う
と
思
い
ま
す
。

市な気元

（
蔵
）

（
さ
）

（
高
橋
）

お
た
よ
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す

旬のキノコを味わおう!
低カロリーで栄養豊富♪

小沼 定美さん
（鳥海町上笹子・63歳）

!

教えてくれた人
本荘大名行列では子どもたちも大活躍

（９月18日）
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市
民
交
流
サ
ロ
ン
は
、
市
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
自
慢
の
ス
ポ
ッ
ト
、
お
い
し
い
逸
品
、
お
知
り

合
い
の
情
報
な
ど
を
、
広
報
課
（
☎
24
ー
６
２
３
６
）
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。   ※

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
番
号
と
電
子
メ
ー
ル
の
ア
ド
レ
ス
は
巻
末
に
記
載
。

話題の取り組み、注目の人Attractive People

思えば、遠くへF rom afar

　

今
野
さ
ん
は
石
沢
地
区
出
身
。
18

歳
で
就
職
を
機
に
埼
玉
県
に
移
り
、

以
来
ず
っ
と
首
都
圏
で
暮
ら
し
て
い

ま
し
た
。
60
歳
を
迎
え
た
頃
、
家
庭

の
事
情
や
体
調
不
良
で
沈
ん
だ
日
々

を
過
ご
し
ま
し
た
が
、
東
日
本
大
震

災
の
後
に
南
三
陸
町
を
訪
れ
た
こ
と

で
「
自
分
だ
け
が
悲
し
い
わ
け
じ
ゃ

な
い
、
こ
の
ま
ま
落
ち
込
ん
で
は
い

ら
れ
な
い
」
と
、
生
き
方
を
見
つ
め

直
し
ま
し
た
。

　

 「
ゆ
っ
く
り
田
舎
で
暮
ら
そ
う
」

と
、
は
じ
め
は
東
北
各
県
の
移
住
情

報
を
集
め
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
７

月
に
市
の
仕
事
づ
く
り
課
の
職
員
と

出
会
い
、「
や
っ
ぱ
り
由
利
本
荘
だ
」

と
即
決
。
住
居
と
仕
事
を
す
ぐ
に
探

し
、
５
カ
月
後
に
は
市
内
で
新
生
活

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

今
の
今
野
さ
ん
は
、
体
調
も
万
全

で
明
る
く
積
極
的
。
朝
夕
は
介
護
施

設
の
送
迎
バ
ス
の
運
転
手
を
し
て
、

日
中
は
家
庭
菜
園
や
釣
り
な
ど
を
自

由
に
楽
し
む
毎
日
。「
自
然
が
一
番

の
お
も
て
な
し
。
都
会
じ
ゃ
土
も
な

い
し
、
釣
り
が
で
き
る
よ
う
な
川
も

な
い
。
毎
日
ボ
ー
っ
と
し
て
い
る
だ

け
だ
っ
た
か
も
」
と
笑
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
介
護
施
設
の
慰

問
を
始
め
、
新
た
に
民
謡
に
も
挑
戦

中
。
忙
し
く
も
充
実
し
た
本
市
で
の

生
活
に
生
き
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

!

介護施設の慰問でオリジナルの
漫談を披露する今野さん。何を
話そうか考えるのも楽しいそう。

!

　

こ
と
し
創
立
45
周
年
を
迎
え
た
由

利
本
荘
青
年
会
議
所
。
メ
ン
バ
ー
の

皆
さ
ん
は
、
節
目
の
年
に
何
か
新
し

い
取
り
組
み
を
し
よ
う
と
考
え
「
由

利
本
荘
に
か
ほ
世
代
間
交
流
野
球
大

会
」
を
企
画
、
10
月
２
日
に
開
催
す

る
予
定
で
す
。

　

大
会
は
、
学
童
野
球
の
チ
ー
ム
と

６
０
０
歳
野
球
の
チ
ー
ム
が
真
剣
勝

負
を
繰
り
広
げ
る
と
い
う
も
の
。
理

事
長
の
工
藤
さ
ん
は
「
菖
蒲
カ
ー
ニ

バ
ル
な
ど
の
こ
れ
ま
で
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
幅
広
く
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
も

ら
お
う
と
い
う
趣
旨
で
や
っ
て
き
た
。

今
回
は
参
加
だ
け
で
な
く
『
世
代
間

交
流
』
に
重
点
を
お
き
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
復
活
に
つ
な
げ
ら
れ
た

ら
」
と
思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

参
加
予
定
チ
ー
ム
か
ら
は
、「
お

じ
い
ち
ゃ
ん
世
代
に
は
負
け
ら
れ
な

い
」「
小
学
生
に
は
ま
だ
ま
だ
負
け

な
い
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
、
両

者
の
意
地
が
ぶ
つ
か
り
合
う
熱
い
戦

い
に
な
り
そ
う
だ
と
の
こ
と
。

　

青
年
会
議
所
の
皆
さ
ん
は
「
初
め

て
の
試
み
で
勝
敗
の
予
想
も
つ
か
な

い
が
、
互
い
の
熱
で
き
っ
と
盛
り
上

が
る
は
ず
。
小
学
生
と
保
護
者
世
代
、

６
０
０
歳
野
球
の
60
〜
80
歳
代
が
一

堂
に
会
し
て
真
剣
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
む
機
会
は
滅
多
に
な
い
こ
と
。
地

域
の
輪
を
広
げ
、
盛
り
上
げ
る
き
っ

か
け
に
な
る
の
で
は
」
と
期
待
を
膨

ら
ま
せ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
、

観
戦
・
応
援
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

＜由利本荘にかほ世代間交流野球大会＞
日時： 10月２日（日）９:10試合開始  ※予備日10月16日
会場： 鳥海球場、鳥海小・中グラウンド
出場： 学童４チーム・往年４チーム


